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36 

街
の
灯
り
物
語

 

「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
初
め
て
和
紙
が
呼
吸
を
始
め
る
…
…
」 

堀
木
エ
リ
子 

39 

エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行

 

黒
部
川
の
電
源
開
発
を
辿
る 

後
藤
正
治

 

特
別
コ
ラ
ム「『
大
破
砕
帯
』に
挑
ん
だ
日
々
」 

笹
島
信
義 

51 

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル

 

「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
と
系
統
電
力
の
環
境
性
」 

田
中
俊
六

 

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
な
ぜ
環
境
に
優
し
い
の
か
」 

射
場
本
忠
彦

03 

特
集
① 

﹇
鼎
談
﹈基
軸
を
探
る

 

動
き
出
す
、環
境
立
国
・日
本
の
戦
略

 

嶌 

信
彦
／
澤 

昭
裕
／
中
西 

寛

19 
V
isitor's 

か
ん
さ
い
さ
ん
か﹇
奈
良
編
﹈

 

「
鹿
に
教
え
ら
れ
た『
美
』の
本
質
」 

千
住 

21 

特
集
② 

﹇
ル
ポ
﹈Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

ザ
関
西

 

少
子
化
時
代
、大
学
の
新
た
な
挑
戦

季刊［やく］
２００８ Autumn ｜ 第２号
関西電力株式会社

表
紙

「
シ
ャ
ー
プ
な
ク
リ
ス
タ
ル
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
秋
の
宝
石
。

鮮
や
か
な
実
と
葉
が
、透
み
切
っ
た
風
と
陽
光
を
映
す
」

春
か
ら
夏
、控
え
め
に
咲
い
た
小
さ
な
白
っ
ぽ
い
花
た
ち
が
、

秋
、豊
か
に
鮮
や
か
に
、色
と
り
ど
り
の
実
を
結
ぶ
。

少
し
大
き
な
赤
い
実
は
烏

か
ら
す
う
り瓜
、小
さ
な
赤
い
実
は
猿
さ
る
と
り
い
ば
ら

捕
茨
、黒
い
実
は
松ま
つ
ぶ
さ房
。

一
つ
ひ
と
つ
の
実
に
込
め
ら
れ
た
生
命
の
豊
穣
を
、

美
し
く
色
づ
い
た
長
寿
の
木
の
照て
り
は葉
で
彩
り
、

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
器
に
ち
り
ば
め
た
。

花
／
烏
瓜
の
実
、猿
捕
茨
の
実
、松
房
の
実
、長
寿
の
木
の
照
葉

器
／
ア
メ
リ
カ
製
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
器

所
収
／
平
凡
社
刊『
別
冊
太
陽　

川
瀬
敏
郎 

四
季
の
花
手
帖
２
』

花
人　

川
瀬
敏
郎　

か
わ
せ　

と
し
ろ
う　
　

一
九
四
八
年
京
都
府
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
池
坊
の
花
を
学
び
、

日
本
大
学
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、パ
リ
大
学
へ
留
学
。
演
劇
、映
画
を
研
究
す
る
。

帰
国
後
は
流
派
に
属
さ
ず
、い
け
ば
な
の
原
型「
た
て
は
な
」と
、

千
利
休
が
大
成
し
た
自
由
な
花「
な
げ
い
れ
」を
も
と
に
、

花
に
よ
っ
て「
日
本
の
肖
像
」を
描
く
と
い
う
独
自
の
創
作
活
動
を
続
け
る
。



動
き
出
す
、

環
境
立
国
・

日
本
の
戦
略

 鼎談
 特集――❶ 基軸を
 探る

米
国
は
じ
め
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
を

ポ
ス
ト
京
都
の
枠
組
み
に
参
加
さ
せ
、
地
球
全
体
で

脱
・
温
暖
化
への
実
効
あ
る
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

日
本
経
済
の
持
続
可
能
性
に
立
脚
し
た

排
出
削
減
策
を
ど
う
す
る
か
―
―

洞
爺
湖
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
、
コペンハ
ー
ゲ
ンへ
、

世
界
の
動
き
を
視
野
に
、

環
境
立
国
・
日
本
の
戦
略
を
考
え
る
。

嶌  

信
彦 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

澤  

昭
裕 

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
・
東
京
大
学
客
員
教
授

中
西  

寛 

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授

03季刊［やく］2008 Autumn04 季刊［やく］2008 Autumn



北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
示
唆
し
た
も
の
は
？

途
上
国
参
加
、セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
、

革
新
的
技
術
、三
つ
の
合
意
が
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果

嶌　

七
月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
い
よ
い
よ
具

体
的
な
取
り
組
み
に
入
る
時
期
で
も
あ
り
、本
日
は
「
環
境
立
国
・

日
本
の
戦
略
」
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
、
す
な
わ
ち

二
〇
一
三
年
以
降
ど
う
す
る
か
の
議
論
は
少
な
く
、
中
期
目
標
の

具
体
的
数
字
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
評
価
は
必
ず
し

も
高
く
な
か
っ
た
。

　

私
も
サ
ミ
ッ
ト
は
七
〇
年
代
か
ら
三
十
回
近
く
、
ほ
と
ん
ど
毎

回
取
材
に
行
き
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
地
球
と
世
界
の
国
民

を
救
え
る
か
」
と
い
う
私
な
り
の
命
題
を
立
て
て
臨
み
ま
し
た
。

つ
ま
り
地
球
環
境
と
、
国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
資
源
や
物
価

の
高
騰
問
題
に
解
決
策
を
出
せ
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
臨
ん
だ
わ

け
で
す
が
、
結
果
と
し
て
は
中
途
半
端
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し

か
し
、
日
本
が
主
張
し
て
い
た
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
が
排
出

削
減
目
標
を
達
成
す
る
上
で
有
益
な
方
法
だ
と
認
め
ら
れ
た
点
は
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
途
上
国
を
加
え
た

会
合
が
開
か
れ
、
途
上
国
側
も
削
減
が
必
要
と
い
う
流
れ
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
き
た
の
は
、
評
価
で
き
る
気
が
し
ま
す
。

　
「
環
境
立
国
」
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
サ
ミ
ッ
ト
の
結
果

を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
か
―
―
澤
さ
ん
は
、
経
済
産
業
省
で

京
都
議
定
書
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
大
綱
づ
く
り
に
関
わ
る
な
ど
、

ず
っ
と
政
策
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
。

澤　

環
境
と
経
済
の
両
立
を
第
一
に
考
え
て
き
た
私
と
し
て
は
、

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
ひ
と
言
で
言
え
ば
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
確
か
に
長
期
や
中
期
の
数
値
目
標
は
わ

か
り
や
す
い
採
点
基
準
で
、
そ
こ
ば
か
り
に
焦
点
が
当
た
り
が
ち

で
す
が
、
数
値
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
が
あ
る
。
今
回
、

米
国
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
最
後
の
年
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
イ
タ
リ

ア
で
サ
ミ
ッ
ト
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
（
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
15
回
締
約
国
会
議
）
が
開
か
れ
る
来
年
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
年
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
今
回
、
わ
ざ
わ
ざ
合
意
し
な
く
て

も
構
わ
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
特
に
中
期
目
標
な
ど
数
値
を
出

す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
い
こ
と
は
、
み
ん
な
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
今
回
、
意
味
の
あ
る
合
意
が
三
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
温

暖
化
問
題
は
途
上
国
が
参
加
し
な
い
限
り
解
決
し
な
い
と
い
う
点

で
、
先
進
国
間
で
一
致
し
て
強
い
決
意
が
示
さ
れ
た
こ
と
。
二
つ

目
は
、
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
が
認
知
さ
れ
た
こ
と
。
三
つ
目

は
、
長
期
的
に
は
革
新
的
技
術
が
な
い
と
温
暖
化
問
題
は
解
決
し

な
い
と
い
う
認
識
を
共
有
で
き
た
こ
と
。
そ
の
関
連
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
を
上
げ
て
い
く
、
つ
ま
り
省
エ
ネ
の
重
要
性
も
各
国
で

合
意
で
き
た
の
が
大
き
か
っ
た
。

二
十
一
世
紀
型
サ
ミ
ッ
ト
へ

洞
爺
湖
が
タ
ー
ニン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

嶌　

サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
場
は
各
国
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
、
政
治
力

学
の
働
き
方
も
随
分
関
係
し
て
く
る
。
今
回
は
Ｇ
８
だ
け
で
な
く
、

セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ

業
種
や
産
業
部
門
（
セ
ク
タ

ー
）
ご
と
に
効
率
を
向
上
さ

せ
て
達
成
し
得
る
Ｃ
Ｏ
２

の

潜
在
的
削
減
可
能
量
を
算
出

し
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
国

別
の
総
量
目
標
を
決
め
る
方

法
。
業
種
別
に
連
携
す
る
こ

と
で
国
境
を
超
え
た
既
存
技

術
の
普
及
や
温
暖
化
対
策
の

底
上
げ
等
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
澤
昭
裕
氏
は

〇
八
年
三
月
、
21
世
紀
政
策

研
究
所
研
究
主
幹
と
し
て
政

策
提
言
「
ポ
ス
ト
京
都
議
定

書
の
枠
組
と
し
て
の
セ
ク
タ

ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
（
日
本
版

セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の

提
案
）」
を
実
施
。

http://w
w
w
.21ppi.org/

pdf/thesis/080311.pdf

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
多
角
的
貿
易
交
渉
。
貿
易

障
壁
の
撤
廃
を
目
指
す
も
の

で
、
閣
僚
会
議
が
開
催
さ
れ

た
カ
タ
ー
ル
国
ド
ー
ハ
に
ち

な
み
、「
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
る
。
〇
一
年
に
始

ま
り
〇
八
年
末
ま
で
の
最
終

合
意
に
向
け
、
農
業
、
非
農

産
品
市
場
ア
ク
セ
ス
（
鉱
工

業
品
等
関
税
削
減
）
な
ど
を

テ
ー
マ
に
交
渉
を
行
っ
て
い

る
が
、
非
公
式
閣
僚
会
合
が

〇
八
年
七
月
に
決
裂
し
た
。

中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
新
興
国
も
集
ま
り
ま
し
た

が
、国
際
政
治
力
学
的
な
面
か
ら
見
て
い
か
が
で
す
か
、中
西
さ
ん
。

中
西　

国
際
政
治
の
観
点
で
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
見
た
と
き
、
私

も
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
の
評
価
は
厳
し
過
ぎ
た
気
は
し
ま
す
。

　

先
頃
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
が
最
後
の
最
後

で
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
・
イ
ン
ド
の
間
で
妥
協
が
で
き
ず
、
決
裂

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
今
の
国
際
政

治
状
況
は
、
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
先
進
国
と
途
上
国
、
と
り
わ
け

ア
メ
リ
カ
と
中
国
・
イ
ン
ド
と
い
っ
た
国
の
対
立
が
、
国
際
的
な

取
り
組
み
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
を
考
え
た

と
き
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
地
球
温
暖
化
対
策
で
目
標
に
関
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
で
き
、
主
要
経
済
国
会
合
で
も
一
応
合
意
し
た

こ
と
は
、
評
価
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
成
果
は
出
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
議
長
国
の
取

り
ま
と
め
方
の
巧
拙
の
問
題
よ
り
、
現
在
の
国
際
政
治
が
移
行
期

に
あ
る
か
ら
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
は
政
権

交
代
期
に
あ
り
次
の
政
権
で
は
環
境
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大

き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
と
、
み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
の
で
、
中
途
半

端
さ
は
あ
っ
た
。
世
界
経
済
も
移
行
期
に
あ
り
、
途
上
国
が
台
頭

し
、
石
油
の
値
段
も
食
糧
の
値
段
も
途
上
国
の
経
済
政
策
抜
き
に

論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
基

本
的
に
は
財
政
・
金
融
政
策
に
関
す
る
西
側
先
進
国
間
で
の
調
整

を
主
要
議
題
に
し
て
き
た
が
、
世
界
経
済
が
変
わ
り
、
資
源
問
題

や
環
境
問
題
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
上
で
金
融
や
財
政
・
貿
易
を
議

論
す
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
。
政
治
も
経
済
も
移
行
期
だ
か
ら
、

明
解
な
結
論
は
出
し
に
く
い
。

北海道洞爺湖サミット
2008年7月7日～9日、北海道洞
爺湖で開催された第34回サミット。
「Ｇ８（日・米・英・仏・独・伊・加・露）
会合」では、世界経済、環境・気候
変動等を主要議題に議論が行われ、
環境関連では、
●長期目標＝2050年までに世界
全体の排出量の50％削減達成目
標を、気候変動枠組条約の全締約
国と共有、採択を求めることで合意、
●中期目標＝全先進国間で排出量
の絶対的削減達成のため、野心的
な中期国別総量目標実施で合意、
●セクター別アプローチ＝中期目標
の策定と各国の排出削減を進める
上で有用な手法との評価を得た。
また途上国を含む「主要経済国会
合（P.08脚注参照）」では、長期目
標のビジョン共有の呼びかけにイン
ドネシア、韓国、オーストラリアが賛
同、全参加国間で世界全体の長期
目標採択が望ましいと信じる旨合意。
中期目標も、途上主要経済国として
国ごとの適切な緩和行動遂行で合
意した。
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二
〇
一
三
年
以
降
の
枠
組
み
に
し
て
も
、
来
年
十
二
月
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
の
会
合
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
今
は
、
そ
れ
に
向
け
た
各
国
の
国
益
の
せ
め
ぎ
合
い
、

手
の
内
の
探
り
合
い
を
し
て
い
る
。
現
時
点
で
中
期
目
標
は
言
い

に
く
い
状
況
で
あ
り
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
大
き
な
前
進
、
ブ
レ

ー
ク
ス
ル
ー
を
期
待
す
る
の
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
今
回
初
の
試
み
だ
っ
た
十
六
カ
国
参
加
に
よ
る
主
要
経

済
国
会
合
が
次
の
イ
タ
リ
ア
サ
ミ
ッ
ト
で
も
開
か
れ
る
と
決
ま
っ

た
こ
と
は
、
事
前
に
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
大
き
な
成
果
で
す
。

環
境
問
題
を
軸
に
、
主
要
経
済
国
会
合
と
い
う
し
く
み
が
今
後
よ

り
大
き
な
機
能
を
持
つ
可
能
性
が
残
さ
れ
た
点
で
、
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

嶌　

二
十
世
紀
型
の
サ
ミ
ッ
ト
は
終
わ
り
、
二
十
一
世
紀
型
に
な

っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
二
十
世
紀
型
と
い
う
の
は
、
西
側
先
進
国

の
問
題
に
対
し
て
サ
ミ
ッ
ト
で
結
論
を
出
し
て
い
く
。
当
時
、
社

会
主
義
は
別
の
経
済
圏
を
持
ち
、
途
上
国
圏
は
援
助
で
生
き
て
き

た
が
、
九
〇
年
代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
れ
ら
が

一
体
化
。
西
側
先
進
国
だ
け
で
地
球
や
世
界
経
済
の
問
題
は
解
決

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
回
、
十
六
カ
国
会
合
が
実
現

し
た
背
景
だ
ろ
う
し
、
多
分
、
次
の
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
今

後
も
同
じ
ス
タ
イ
ル
に
な
る
。
そ
う
い
う
新
し
い
枠
組
み
を
つ
く

っ
た
点
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。
た
だ
、
だ
ん
だ
ん
サ
ミ
ッ
ト
が

大
き
く
な
っ
た
と
き
、
果
た
し
て
求
心
力
を
持
て
る
首
脳
会
合
に

な
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま

す
。

環
境
立
国
・
日
本
の
戦
略
は
ど
う
あ
れ
ば
い
い
か
？

Ｃ
Ｏ
２

本
位
制
の
時
代
、

日
本
の
原
子
力
技
術
の
信
頼
性
を
示
せ

嶌　

国
際
社
会
を
見
て
い
る
と
、
七
〇
年
代
ま
で
世
界
は
「
ド
ル

本
位
制
」
で
動
い
て
い
た
。
そ
れ
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
サ

ミ
ッ
ト
が
始
ま
っ
た
七
五
年
頃
か
ら
「
石
油
本
位
制
」、
石
油
の

量
に
よ
っ
て
成
長
率
も
決
ま
る
形
に
な
っ
た
。
今
後
は
Ｃ
Ｏ
２

の

排
出
量
が
成
長
に
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
、「
Ｃ
Ｏ
２

本
位
制
」
へ

と
世
界
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
わ
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

　

今
後
、
日
本
が
環
境
立
国
を
目
指
す
な
ら
、
ど
こ
に
着
眼
し
、

ど
の
よ
う
な
戦
略
で
進
め
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

澤　

温
暖
化
の
解
決
は
、
要
す
る
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
。
温
暖
化

は
環
境
問
題
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
よ
り
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
問
題
と
表
裏
一
体
だ
と
い
う
認
識
が
な
い
と
、
解
決
し
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
ど
の
国
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
多
様
な
Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
を
と

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
場
合
、
そ
れ
は
当
面
、
原
子
力
し
か
な
い
。
太
陽
光
で

は
コ
ス
ト
の
問
題
が
大
き
く
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
で
は
Ｃ
Ｏ
２

の

解
決
は
難
し
い
。
よ
っ
て
日
本
の
と
り
得
る
戦
略
は
、
極
め
て
限

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
明
ら
か
に
原
子
力
発
電
を

前
面
に
押
し
出
す
し
か
、
数
字
的
に
達
成
で
き
る
見
込
み
は
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
原
子
力
発
電
に
対
す
る
信
頼
を
取
り
戻
す
の
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
原
子
力
発
電
所
が
止
ま
る
と
一
気
に
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
が
増
え
て
し
ま
う
。
電
気
事
業
者
は
原
子
力
発
電
に
つ
い
て

主
要
経
済
国
会
合

二
〇
一
三
年
以
降
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
の
国
際
的

枠
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｇ
８

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
メ
キ

シ
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
で
構
成

す
る
会
合
。
参
加
十
六
カ
国

で
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
約
八
割
を
占
め

る
。
〇
七
年
九
月
、
ブ
ッ
シ

ュ
米
大
統
領
の
提
唱
で
始

ま
っ
た
。
Ｍ
Ｅ
Ｍ
（M

ajor 
E
conom

ies M
eeting

）

Ｃ
Ｄ
Ｍ
（C

lean D
evelop-

m
ent M

echanism

）

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
。

先
進
国
が
途
上
国
で
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
事
業
を
実
施
し

た
場
合
、
そ
の
事
業
に
よ
っ

て
生
じ
る
削
減
量
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
と
し
て
先
進
国
が
取
得

す
る
し
く
み
。
先
進
国
間
で

の
「
共
同
実
施
」（JI:Joint 

Im
plem

entation

）、「
排
出

量
取
引
」（E

T
:E
m
issions 

T
rading

）
と
と
も
に
京
都

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
。

嶌 信彦  しま のぶひこ
ジャーナリスト（国際政治・経済）
1942年中国南京生まれ。慶應義塾大学
経済学部卒。毎日新聞社入社、ワシントン
特派員などを経て、87年フリー。BS-i「榊
原・嶌のグローバルナビ」、TBS「朝ズバ
ッ!」、 TBSラジオ「嶌信彦のエネルギッシ
ュトーク」「ニュースズームアップ」などに
出演。著書『ニュースキャスターたちの24
時間』『首脳外交─先進国サミットの裏
面史』『一筆入魂』『儲かる感性』など。
慶應義塾大学メディアコム講師などを経
て白鴎大学経営学部教授。
http://mainichi . jp/select/biz/
shima/

情
報
公
開
も
含
め
厳
し
く
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
。

嶌　

こ
れ
か
ら
原
子
力
が
主
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
も
う
世
界

的
な
流
れ
で
、
原
子
力
は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
が
一
番
進
ん
で
い
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
技
術
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。

　

た
だ
、
僕
は
い
つ
も
言
う
ん
で
す
が
、
世
の
中
に
「
絶
対
」
は

あ
り
得
な
い
。
人
間
社
会
は
常
に
不
安
と
共
生
し
て
い
る
。
そ
れ

な
ら
不
安
を
い
か
に
極
小
化
す
る
か
と
い
う
方
法
を
考
え
る
べ
き

だ
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
み
ん
な
が
情
報
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が

一
番
重
要
で
、
情
報
公
開
は
単
に
お
題
目
で
は
な
い
。
例
え
ば
地

震
に
し
て
も
、
昔
、
地
震
が
こ
こ
で
起
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は

誰
も
言
わ
な
か
っ
た
。
言
う
と
、
土
地
の
値
段
が
下
落
し
た
か
ら

だ
。
だ
け
ど
今
、
ど
こ
に
断
層
が
あ
る
と
か
、
地
震
が
起
き
た
ら

ど
う
な
る
か
、
万
一
の
と
き
の
避
難
の
仕
方
ま
で
全
部
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
避
難
の
仕
方
も
含
め
た
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

不
安
が
縮
小
化
し
て
い
く
ん
で
す
。

中
西　

確
か
に
問
題
が
起
き
た
と
き
、
い
か
に
ダ
メ
ー
ジ
を
限
定

す
る
か
と
い
う
発
想
で
、
技
術
も
設
計
さ
れ
る
べ
き
だ
し
、
情
報

も
公
開
す
る
。
万
一
の
こ
と
を
前
提
に
、
リ
ス
ク
を
極
小
化
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
、
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。

澤　

国
内
の
戦
略
と
し
て
は
原
子
力
が
鍵
を
握
る
が
、
海
外
に
目

を
向
け
る
と
選
択
肢
は
広
が
り
ま
す
。
世
界
的
に
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら

す
た
め
日
本
に
何
が
で
き
る
か
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
、
技
術
移
転
と
い
う
形

で
、
海
外
で
の
削
減
分
も
合
わ
せ
て
目
標
を
達
成
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
に
転
換
す
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

嶌　

そ
こ
を
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
際
的
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に
枠
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
は
戦
略
的
に
ど
う
い
う
点

で
有
利
に
な
る
の
で
す
か
。

澤　

要
す
る
に
、
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
交
渉
で
厳
し
い
数
字
を

受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
国
内
政
策
で
達

成
し
よ
う
と
す
る
と
、
無
理
や
り
化
石
燃
料
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得

ず
、
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
原
子
力
は
増
や
せ
な
い
。
結
局
、
経
済

水
準
を
落
と
す
し
か
な
い
と
い
う
結
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
と
Ｃ
Ｏ
２

は
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
て
、
短
期
的
に
Ｃ
Ｏ
２

を
減

ら
す
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
減
ら
す
し
か
な
い
。
国
際
的
に
日
本
の
省
エ

ネ
技
術
等
を
移
転
し
て
、
中
国
で
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
し
た
分
は
日
本

の
カ
ウ
ン
ト
だ
と
言
え
れ
ば
、
大
き
な
削
減
目
標
に
取
り
組
み
つ

つ
、
国
内
で
化
石
燃
料
を
あ
る
程
度
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
今
後
は
原
子
力
技
術
を
い
か
に
世
界
に
広
め
る
か
も

重
要
で
す
。
世
界
が
原
子
力
に
目
を
向
け
つ
つ
あ
る
な
か
、
や
は

り
日
本
の
技
術
が
一
番
信
頼
度
が
高
い
こ
と
を
示
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

「
環
境
を
重
視
す
る
中
軸
国
家
」こ
そ

国
際
社
会
で
日
本
が
存
在
感
を
示
す
道
だ

嶌　

七
九
年
の
東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
は
石
油
の
割
当
を
決
め
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
の
成
長
目
標
五
・
七
％
を
達
成
す
る
に
は
日
量

七
一
〇
万
バ
レ
ル
の
石
油
の
輸
入
が
必
要
な
の
に
、
欧
米
は

五
四
〇
万
バ
レ
ル
に
抑
え
よ
と
要
求
し
た
。
こ
れ
で
は
と
て
も
成

長
で
き
な
い
。
ま
さ
に
石
油
と
成
長
が
リ
ン
ク
し
て
い
た
。
今
は
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
制
限
さ
れ
る
と
、
成
長
は
抑
制
さ
れ
る
。
中
国
・

イ
ン
ド
も
そ
こ
を
恐
れ
て
い
る
。
原
子
力
が
進
ま
ず
日
本
も
経
済

水
準
を
落
と
す
以
外
な
く
な
る
と
、
国
際
的
地
位
は
低
下
す
る
。

日
本
が
世
界
の
中
で
存
在
感
を
示
し
続
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
。

中
西　

私
も
、
環
境
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と

い
う
意
見
に
賛
成
で
す
が
、
そ
の
と
き
日
本
に
は
原
子
力
く
ら
い

し
か
な
い
か
ら
立
場
が
弱
い
と
い
う
見
方
に
は
、
む
し
ろ
逆
転
の

発
想
を
提
案
し
た
い
。
確
か
に
日
本
は
世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
で
経

済
大
国
の
地
位
を
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
に
奪
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
日
本
の
看
板
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

た
だ
、
国
際
政
治
と
い
う
の
は
、
基
礎
的
体
力
が
強
い
大
国
が

秩
序
を
仕
切
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
を
見
て
も
、
中
規
模
国
、

場
合
に
よ
っ
て
は
小
国
で
も
、
か
な
り
大
き
な
国
際
政
治
上
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
。
大
英
帝
国
・
イ
ギ
リ
ス
も
、
二
十
世

紀
に
入
る
と
決
し
て
大
国
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
今
も
イ
ギ
リ
ス

が
国
際
政
治
で
一
定
の
威
信
を
保
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
外
交

的
、
文
化
的
威
信
を
確
立
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

嶌　

北
欧
な
ん
か
も
そ
う
で
す
ね
。
も
っ
と
小
国
で
も
、
地
域
紛

争
を
仲
裁
し
た
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
比
率
が
高
か
っ
た
り
と
か
。

中
西　

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
比
較
的
目
立
つ
と
こ
ろ
で
、
う
ま

く
ポ
イ
ン
ト
を
稼
い
で
い
る
。

　

で
す
か
ら
日
本
も
、
経
済
力
や
文
化
力
な
ど
個
別
分
野
で
抜
き

ん
出
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
外
交
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
世
界
約
二
百
カ
国
中
で
、

ト
ッ
プ
５
は
難
し
い
に
し
て
も
、
ト
ッ
プ
10
く
ら
い
の
地
位
を
保

て
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
り
わ
け
今
、
世
界
を
ま
と
め
る
も
の
は
、
や
は
り
「
環
境
」

電
源
別
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

中
軸
国
家
（pivotal state

）

人
口
、
領
土
、
経
済
規
模
な

ど
は
中
級
だ
が
国
際
的
に
鍵

と
な
る
役
割
を
果
た
す
国
の

こ
と
。 1

k
W
h
当
た
り
の

C
O
2

排
出
量

石炭
火力

石油
火力

LNG
火力 太陽光 風力 原子力 地熱 中小

水力
LNG火力
（複合）

0

200

400

600

800

1000 975

887

88

742

704

38

608

478

130

519

408

111 53 29 22 15 11

g-CO2/kWh（送電端） ■発電燃料燃焼
■設備・運用

出典：電力中央研究所報告より　＊発電燃料の燃焼に加え、原料の採掘から諸設備の建設・
燃料輸送・精製・運用・保守などのために消費されるすべてのエネルギーを対象として算定
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と
い
う
旗
頭
。
失
業
か
ら
人
々
を
救
う
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
す
る

と
い
う
の
が
二
十
世
紀
の
課
題
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
十
一
世
紀

は
ア
メ
ニ
テ
ィ
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。
地
球
環

境
を
テ
ー
マ
に
す
れ
ば
、
世
界
は
総
論
と
し
て
は
ま
と
ま
り
得
る
。

そ
の
環
境
分
野
で
日
本
が
独
自
の
役
割
を
担
え
れ
ば
、
日
本
と
い

う
国
の
存
在
感
を
保
て
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
日
本
は
「
環

境
を
重
視
す
る
中
軸
国
家
」
を
目
指
せ
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

コン
セ
プ
ト
提
案
も
ル
ー
ル
づ
く
り
も

賛
同
す
る
仲
間
が
い
な
い
と
失
敗
す
る

嶌　

な
る
ほ
ど
。
澤
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

澤　

日
本
の
外
交
力
に
つ
い
て
、
よ
く
メ
デ
ィ
ア
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
れ
と
言
い
ま
す
が
、
調
整
力
と
い
う
点
で
は
日
本
も
結

構
や
っ
て
い
る
。
た
だ
、
調
整
と
い
う
の
は
裏
方
だ
か
ら
、
存
在

感
と
い
う
点
で
は
目
立
た
な
い
。

　

目
立
つ
に
は
一
つ
は
、
理
念
や
価
値
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
「
コ

ン
セ
プ
ト
」
を
提
案
す
る
。
欧
米
が
つ
く
っ
た
自
由
・
平
等
の
よ

う
な
も
の
を
環
境
に
置
き
換
え
て
提
案
す
る
。
も
う
少
し
現
実
的

に
言
え
ば
、「
ル
ー
ル
の
提
案
」
で
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
が
難
し
い

な
ら
、
ル
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
え
ば
い
い
。
た
だ
、
実
は
日

本
の
外
交
が
弱
い
理
由
は
、
自
分
で
枠
組
み
を
出
せ
て
い
な
い
。

嶌　

ル
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
な
れ
な
い
ん
で
す
ね
。

澤　

え
え
。
京
都
議
定
書
の
枠
組
み
も
Ｅ
Ｕ
が
出
し
た
も
の
。
日

本
は
能
力
は
持
っ
て
い
る
の
に
、
外
交
の
場
面
で
う
ま
く
枠
組
み

を
提
案
で
き
な
い
し
、
国
内
で
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
面
も
あ
る
。

例
え
ば
、
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
提
案
し
て
も
、
諸
外

国
か
ら
批
判
さ
れ
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
は
、
や
っ
ぱ
り
日
本
の
提
案

は
だ
め
だ
と
自
虐
的
に
書
く
。
実
は
批
判
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
相
手
側
は
非
常
に
痛
い
提
案
を
さ
れ
て
い
る
の
で
反
発
し
て

い
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
う
ま
く
や
っ
た
と
考
え
る
よ
う
日
本
人

全
体
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
、
新
し
い
枠
組
み
を
提
案

す
る
勇
気
も
持
て
な
い
。

嶌　

僕
は
日
本
が
ル
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
大

賛
成
。
ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
い
て
も
、
平
泳
ぎ
で
日
本
選
手
が
潜
水

泳
法
に
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
と
、
翌
年
か
ら
そ
れ
が

禁
止
に
な
っ
た
り
、
ス
キ
ー
複
合
で
優
勝
す
る
と
、
ス
キ
ー
を
短

く
さ
れ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ル
ー
ル
が
変
わ
る
。

日
本
が
ル
ー
ル
変
更
で
有
利
な
よ
う
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
少
な
い
。

澤　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
う
ま
い
な
と
思
う
の
は
、
自
国
に
有
利
な
ル

ー
ル
を
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
言
い
方
で
出
せ
る
ん
で
す
。

嶌　

日
本
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い
、
汗
と
涙
と
根
性
で
頑

張
る
が
、
そ
れ
で
得
点
を
稼
ぐ
と
ル
ー
ル
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

中
西　

戦
略
な
り
、
戦
略
を
実
行
す
る
戦
術
面
が
弱
い
で
す
ね
。

　

調
整
と
い
う
の
も
外
交
に
お
い
て
は
重
要
で
す
が
、
そ
こ
で
ど

う
自
分
の
存
在
を
印
象
づ
け
る
か
が
日
本
は
あ
ま
り
う
ま
く
な
く
、

結
局
、
足
し
て
二
で
割
っ
た
と
こ
ろ
で
手
を
打
と
う
と
い
う
話
し

か
で
き
な
い
。
も
う
少
し
互
い
の
対
立
点
を
大
局
的
に
解
決
す
る

よ
う
な
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
な
り
、
ル
ー
ル
を
出
し
て
い
く
。
そ

れ
は
、
ア
イ
デ
ア
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
、
戦
略
的
に
考
え
な
が
ら

動
い
て
い
く
。
例
え
ば
日
本
が
仲
介
し
て
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
協

力
関
係
を
築
き
上
げ
れ
ば
、
外
交
的
価
値
と
し
て
は
非
常
に
大
き

い
。

　

そ
う
い
う
発
想
が
日
本
で
は
少
な
く
、
外
交
・
国
際
関
係
と
い

う
と
、
す
ぐ
「
日
本
は
顔
が
見
え
な
い
、
も
っ
と
自
己
主
張
す
べ

き
だ
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
自
己
主
張
よ
り
む
し
ろ

「
仲
間
」
を
ど
れ
く
ら
い
持
て
る
か
、
の
方
が
大
き
い
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
環
境
な
ん
か
は
顕
著
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の
中
で
ま
ず
話
を

ま
と
め
、
内
心
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
に
し
ろ
、
と
り
あ
え
ず
外
向
け

に
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
行
う
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
て
も
、
Ｅ
Ｕ
が

手
強
い
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
点
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
も
と
も
と
基
礎
国
力
が
強
い
の
で
、
場
合
に
よ

っ
て
は
強
引
に
一
方
的
措
置
も
と
る
が
、
他
方
で
は
開
放
的
な
国

柄
を
生
か
し
て
他
の
国
を
引
っ
張
り
、
あ
る
種
野
球
の
監
督
の
よ

う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
外
交
を
仕
切
る
技
術
も
持
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
、
国
際
社
会
で
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
と
い
う
自
己
意
識

が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
生
か
す
と
言
い
な
が
ら
、
孤
立
し
て
し
ま
い

が
ち
。
自
ら
ル
ー
ル
を
つ
く
る
に
は
、
セ
カ
ン
ド
―
―
あ
る
こ
と

を
言
い
始
め
た
と
き
、
二
番
目
に
賛
成
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

と
、
会
議
で
は
孤
立
し
て
消
え
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
セ
カ
ン
ド
、

サ
ー
ド
と
国
際
会
議
の
場
で
支
持
し
て
く
れ
る
関
係
を
つ
く
っ
て

お
く
こ
と
が
最
も
大
事
で
す
。　

環
境
と
経
済
は「
技
術
」で
両
立
す
る

技
術
移
転
・
開
発
ル
ー
ル
を
考
え
る

嶌　

や
は
り
人
を
引
っ
張
る
理
念
が
な
い
と
、
国
益
だ
け
が
見
え

て
し
ま
う
と
仲
間
も
つ
く
れ
な
い
し
、
ま
と
め
ら
れ
な
い
。

　

僕
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
関
係
者
と
か
な
り
議
論
し
た
時
、
今

澤 昭裕  さわ あきひろ
21世紀政策研究所研究主幹;
東京大学先端科学技術研究センター
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政策課長、資源エネルギー庁資源燃料
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世
界
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

（
２
０
０
５
年
度
）

ドイツ 3%
カナダ 2%
イギリス 2%
イタリア 2%
フランス 1%
オーストラリア 1%

ロシア
6%日本
5%

米国
22%

中国
18%

その他の
開発途上国
23%

インド 4%
韓国 2%

削減義務のある
他の先進国
9％

全世界の
CO2排出量
271億トン
（CO2換算）

■京都議定書上削減義務のある先進国
■京都議定書不参加の米国
■開発途上国
出典：IEA「CO2 Emissions From Fuel Combustion 2007」

削減義務引受国
は全体の約3割



度
は
目
標
数
字
で
ま
と
ま
ら
な
い
な
ら
、
地
球
の
た
め
に
途
上
国

も
先
進
国
も
互
い
に
責
任
と
役
割
を
負
う
。
そ
の
理
念
を
浸
透
さ

せ
る
だ
け
で
も
相
当
大
き
い
の
で
は
と
言
っ
た
ん
で
す
。
先
進

国
は
確
か
に
化
石
燃
料
を
大
量
に
使
っ
て
豊
か
に
な
っ
た
わ
け
で
、

そ
の
過
去
に
対
し
て
は
大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
未

来
に
対
し
て
は
、
途
上
国
も
責
任
の
一
端
を
負
う
べ
き
だ
と
。
先

進
国
は
過
去
に
責
任
を
負
い
、
未
来
へ
の
責
任
は
先
進
国
と
同
様

に
途
上
国
が
負
う
と
い
う
共
通
認
識
を
持
つ
だ
け
で
も
随
分
違
う

の
で
は
。

中
西　

責
任
に
つ
い
て
は
共
有
感
覚
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
一
歩

進
ん
で
、
責
任
を
全
う
す
る
た
め
の
義
務
と
な
る
と
、
途
上
国
は

ま
だ
ま
だ
。
と
り
わ
け
イ
ン
ド
な
ど
非
常
に
原
則
主
義
的
。
イ
ン

ド
は
、
地
球
全
体
で
責
任
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
参
加
は
す
る
が
、

イ
ン
ド
が
そ
の
解
決
に
一
定
の
義
務
を
負
う
の
は
、
先
進
国
が
果

た
す
べ
き
義
務
を
果
た
し
て
か
ら
だ
と
主
張
。
全
体
の
利
益
の
た

め
に
妥
協
す
る
姿
勢
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。

　

だ
か
ら
、
正
面
か
ら
地
球
に
対
す
る
義
務
を
言
っ
て
も
、
す
ぐ

に
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
そ
こ
へ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
問
題
を
共
有
し
て
は
ど
う
か
。
既
に
化
石
燃
料
の
値
段
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
中
国
も
イ
ン
ド
も
、
い
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
上
手
に
効
率
的
に
使
っ
て
い
く
か
は
自
国
の
経
済
成
長
と
関
わ

る
。
そ
の
問
題
を
ま
ず
共
有
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
世
界

経
済
共
通
の
問
題
で
す
か
ら
ね
。

澤　

日
本
っ
て
「
技
術
」
を
持
ち
出
す
と
あ
ま
り
み
ん
な
か
ら
反

対
さ
れ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
一
つ
は
、
技
術
を
中
核
に
据
え
れ

ば
環
境
と
経
済
は
両
立
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
ど
れ
だ
け
う
ま

く
理
念
と
し
て
打
ち
出
せ
る
か
。
も
う
一
つ
、
技
術
移
転
は
価
値

の
移
転
で
も
あ
る
の
で
、
知
財
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
技
術
の
中
の
短
期
的
技
術
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
、
中
長
期

で
は
世
界
の
公
共
財
に
な
り
得
る
革
新
的
技
術
に
対
し
各
国
政
府

が
基
礎
研
究
投
資
を
負
担
す
る
、
そ
の
国
際
共
同
研
究
の
枠
組
み

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
ル
ー
ル
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
実
は
、
京
都
議
定
書
の
最
も
構
造
的
問
題
は
、
技
術

と
い
う
観
点
が
ゼ
ロ
な
ん
で
す
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
一
二
年
と
い

う
人
為
的
な
五
年
間
を
区
切
り
、
数
値
が
減
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
見
る
だ
け
で
、
技
術
を
開
発
す
る
枠
組
み
や
途
上
国
に
ど
う
移

転
し
て
い
く
か
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ハイ
テ
ク
が
コモ
デ
ィ
テ
ィ
化
す
る
な
か
で

実
物
技
術
で
の
勝
負
と
科
学
投
資
が
重
要
に

嶌　

技
術
に
つ
い
て
言
え
ば
、
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
の
効
率
が
非
常
に
い
い
。
こ
こ
が
一
つ
の
戦

略
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
た
だ
一
方
で
、
今
、
技

術
の
価
値
が
、
だ
ん
だ
ん
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

つ
ま
り
、
二
十
世
紀
は
、
資
源
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
で
ハ
イ
テ
ク

が
希
少
価
値
だ
っ
た
。
だ
か
ら
日
本
は
科
学
技
術
立
国
で
輸
出
立

国
。
一
生
懸
命
技
術
を
磨
き
、
そ
の
技
術
で
大
量
生
産
を
し
て
、

外
貨
を
稼
ぐ
。
外
貨
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
食
糧
で
も
資
源
で
も

い
く
ら
で
も
買
え
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
戦
略
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
一
、二
年
の
動
き
を
見
て
い
る
と
、
む
し
ろ

資
源
が
希
少
価
値
に
な
っ
て
い
る
。
石
油
が
あ
っ
と
い
う
間
に

百
四
十
ド
ル
台
に
な
り
、
石
炭
や
鉄
鉱
石
も
一
、二
年
で
約
三
倍
。

一
方
で
ハ
イ
テ
ク
は
、
液
晶
も
携
帯
も
月
を
追
う
ご
と
に
値
段
が

安
く
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
九
八
年
に
は
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
国
は
日
本
が
七
割

以
上
だ
っ
た
の
に
、
十
年
後
の
今
年
四
―
六
月
に
は
、
韓
国
・
台

湾
が
九
割
近
く
を
つ
く
り
、
日
本
は
わ
ず
か
七
・
一
％
。
液
晶
で

こ
れ
だ
か
ら
、
よ
っ
ぽ
ど
の
革
新
技
術
で
な
い
と
、
ハ
イ
テ
ク
も

ど
ん
ど
ん
陳
腐
化
し
瞬
く
間
に
新
興
国
に
追
い
つ
か
れ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
な
る
と
、
技
術
を
本
当
に
強
み
に
で
き
る
の
か
と
い
う
感

じ
も
し
ま
す
が
、
そ
の
辺
は
い
か
が
で
す
か
。

澤　

非
常
に
い
い
指
摘
で
す
。
今
、
日
本
の
産
業
界
は
、
昔
な
ら

隠
し
て
い
た
は
ず
の
省
エ
ネ
技
術
も
、
い
ず
れ
普
及
し
て
し
ま
う

か
ら
協
力
と
い
う
形
で
出
し
て
も
い
い
と
腹
を
く
く
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
先
端
技
術
の
こ
の
部
分
だ
け
は
出
さ
な
い
と
か
。
い
ず

れ
向
こ
う
も
開
発
す
る
な
ら
、
一
番
欲
し
が
っ
て
い
る
技
術
を
、

で
き
る
だ
け
引
っ
張
っ
て
一
番
高
い
ピ
ー
ク
で
売
る
と
い
う
戦
略

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
礎
を
置
く
、
発
見
が
伴
う
よ
う
な
も
の

は
、
日
本
の
大
学
は
ま
だ
リ
ソ
ー
ス
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

も
の
に
、
国
が
ど
こ
ま
で
投
資
で
き
る
か
。
企
業
は
投
資
回
収
期

間
を
十
年
く
ら
い
に
設
定
し
て
技
術
選
択
を
す
る
の
で
、
別
の
主

体
が
日
本
の
中
で
頑
張
ら
な
い
限
り
、
長
期
的
に
技
術
を
旗
頭
に

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

嶌　

七
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
ま
で
は
欧
米
も
経
済
的

に
は
ひ
ど
か
っ
た
。
僕
が
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
で
い
た
八
〇
年
代

初
頭
は
圧
倒
的
に
日
本
が
強
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
衰
退
す
る
老
大

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
（
火
力
発

電
所
熱
効
率
）
の
国
際
比
較中国 インド オースト

ラリア アメリカ 韓国 北欧 日本フランス イギリス／
アイルランドドイツ

20

30

40

50

30.0 31.6
35.9

38.0 39.3 40.5 41.6 42.2 43.4 43.6（%）

出典：ECOFYS「COMPARISON OF EFFICIENCY FOSSIL POWER GENERATION」（2004年の値）
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国
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
が
九
〇
年
代
後
半
か
ら
欧
米
は
三
〜
五
％

の
成
長
で
、
日
本
は
失
わ
れ
た
十
年
に
入
っ
て
し
ま
う
。

　

な
ぜ
彼
ら
が
再
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
を
持
っ
た
か
と
言
う
と
、
ア

メ
リ
カ
は
冷
戦
終
結
に
よ
り
軍
事
用
の
Ｉ
Ｔ
技
術
と
バ
イ
オ
を
オ

ー
プ
ン
化
し
た
こ
と
で
、
西
海
岸
を
中
心
に
ぐ
っ
と
成
長
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
制
度
設
計
。
つ
ま
り
Ｅ
Ｕ
と
い
う
制
度
を
つ
く
っ

た
こ
と
で
、
為
替
コ
ス
ト
か
ら
流
通
コ
ス
ト
、
人
件
費
コ
ス
ト
も

低
下
。
し
か
も
市
場
規
模
は
約
五
億
人
に
な
り
、
制
度
設
計
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
再
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
、
特
に

イ
ギ
リ
ス
は
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」。
こ
れ
に
よ
っ
て
世
界
の
企
業
会

計
か
ら
、
為
替
、
株
式
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ル
を
変
え
た
。
単
に
金

融
取
引
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
投
資
が
増
え
、
世
界
の

企
業
ト
ッ
プ
が
み
ん
な
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
て
Ｉ
Ｒ
時
代
と
な
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
て
世
界
の
高
級
店
が
ロ
ン
ド
ン
へ
集
ま
っ
て
い

る
。
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
実
物
経
済
も
豊
か
に
し

て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
欧
米
は
九
〇
年
代
後
半
か
ら
再
成
長
の
エ
ン
ジ
ン

を
持
っ
た
。
日
本
も
こ
こ
で
何
か
エ
ン
ジ
ン
を
持
た
な
い
と
だ
め

で
は
な
い
か
。
七
〇
年
代
か
ら
日
本
が
磨
い
て
き
た
省
エ
ネ
・
環

境
技
術
は
再
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

中
西　

Ｉ
Ｔ
化
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
度
設
計
も
、
い
わ
ば
バ
ー
チ

ャ
ル
な
世
界
が
実
物
を
取
り
込
ん
で
復
活
を
遂
げ
た
話
だ
け
ど
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、
日
本
は
な
か
な
か
勝
て
な

い
。
む
し
ろ
今
、
実
物
経
済
が
、
資
源
を
中
心
に
改
め
て
重
要
に

な
っ
て
き
た
。
こ
の
転
換
は
日
本
の
チ
ャ
ン
ス
。
い
く
ら
排
出
量

取
引
を
や
っ
て
も
、
Ｃ
Ｏ
２

を
リ
ア
ル
に
減
ら
せ
る
か
ど
う
か
は

技
術
の
問
題
な
の
で
、
そ
こ
で
日
本
は
改
め
て
勝
負
で
き
る
。

澤　

や
は
り
日
本
は
得
意
分
野
で
戦
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
排
出
量

取
引
は
金
融
技
術
そ
の
も
の
で
す
。
Ｅ
Ｕ
は
排
出
量
取
引
を
世
界

の
メ
イ
ン
ル
ー
ル
に
し
よ
う
と
、
自
分
が
強
い
技
術
分
野
で
戦
い

を
仕
掛
け
て
い
る
。
日
本
も
そ
れ
に
追
い
つ
く
べ
き
だ
と
言
う
人

も
い
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
差
が
あ
る
の
で
、
省
エ
ネ
な
ど
実
物
技

術
を
メ
イ
ン
ル
ー
ル
に
す
べ
き
だ
と
、
今
、
戦
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
実
物
技
術
に
強
い
国
が
ほ
か
に
い
な
い
の
で
、
セ
カ
ン
ド
、

サ
ー
ド
が
見
つ
か
ら
ず
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
の
課
題
と
方
策
は
何
か
？

環
境
技
術
投
資
へ

価
格
転
嫁
は
不
可
欠
だ

嶌　

で
は
今
後
、
環
境
関
連
の
革
新
技
術
で
具
体
的
に
ど
ん
な
分

野
を
日
本
は
狙
っ
て
い
く
べ
き
か
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
技
術

計
画
で
は
水
素
や
太
陽
光
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
が
。

澤　

太
陽
光
は
、
実
は
半
導
体
技
術
み
た
い
な
も
の
で
、
出
口
が

太
陽
電
池
で
な
い
も
の
に
も
な
り
得
る
、
広
が
り
の
多
い
技
術
。

直
接
的
な
Ｃ
Ｏ
２

削
減
技
術
ば
か
り
で
は
市
場
は
小
さ
い
か
も
し

れ
な
い
。
む
し
ろ
環
境
の
名
の
も
と
、
広
い
出
口
が
あ
る
よ
う
な

技
術
に
国
の
予
算
を
投
じ
る
戦
略
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

も
う
一
つ
言
う
と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
は
国
内
で
石
油
の

価
格
が
バ
ン
と
上
が
っ
た
の
で
、
燃
費
の
い
い
車
と
か
消
費
財
の

買
い
換
え
な
ど
、
国
内
に
結
構
市
場
が
あ
っ
た
。
技
術
投
資
を
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
。

嶌　

今
後
は
人
口
が
減
っ
て
い
き
ま
す
も
の
ね
。

澤　

だ
か
ら
日
本
の
中
だ
け
で
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
言
っ
て
も
、
さ

ほ
ど
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
に
は
な
ら
な
い
。
世
界
市
場
に
向
け
、
省

エ
ネ
技
術
を
広
げ
て
い
く
。
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
戦
略
は
、

実
は
世
界
マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
戦
略
で
あ
る
べ
き
な
ん
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
だ
け
を
考
え
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
。

中
西　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
総
合
的
な
社
会
基
盤
と
し
て
重
要
性
を
増

す
な
か
で
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
は
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
技
術
開
発
な
ど
を
先
導
す
る
役
割
が
あ
る
。
原
子
力
を
安

全
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
、
そ
れ
も
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
野
で
行
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
し
て
も
将
来
の
芽
と
し
て
投
資
を
し
て
い
く
。
中
長
期
の
革

新
的
な
技
術
基
盤
づ
く
り
も
含
め
、
総
合
的
な
担
い
手
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
環
境
技
術
へ
の
投
資
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
し
ょ

う
ね
。

嶌　

環
境
省
と
経
産
省
の
出
し
て
い
る
白
書
で
は
、
国
内
の
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
市
場
は
、
二
〇
〇
〇
年
で
約
三
十
兆
円
、
二
〇
一
〇
年

は
四
十
七
兆
円
。
経
産
省
が
提
唱
す
る
ア
ジ
ア
経
済
・
環
境
共
同

体
構
想
で
も
、
二
〇
〇
八
年
六
十
四
兆
円
、
二
〇
三
〇
年
に
は

三
百
兆
円
。
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
ね
。

澤　

自
分
で
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

嶌　

澤
さ
ん
が
つ
く
っ
た
ん
で
す
か
。（
笑
）

澤　

数
字
は
あ
く
ま
で
概
算
で
す
が
、
夢
が
あ
っ
て
、
投
資
を
検

討
す
る
気
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　

だ
け
ど
、
実
際
に
環
境
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
に
は
、
価
格
転
嫁

の
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ッ
グ
バ
ン

一
九
八
六
年
国
際
金
融
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
シ
テ
ィ
の
地

位
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
に
よ

っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド

ン
証
券
取
引
所
で
行
わ
れ
た

証
券
制
度
改
革
。

排
出
量
取
引

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が

目
標
値
を
下
回
っ
た
排
出
者

（
国
や
企
業
等
）
と
上
回
っ

た
排
出
者
の
間
で
、
そ
の
過

不
足
分
を
「
排
出
権
」（
ク

レ
ジ
ッ
ト
）
と
し
て
売
買
で

き
る
制
度
。
現
在
、
京
都
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
排
出
量
取
引
、

Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
Ｅ
Ｕ
域
内

排
出
量
取
引
制
度
）
等
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

C
ool E

arth

―
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
新
技
術
計
画

世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
半
減
す
る
と
い
う
長
期
目

標
を
実
現
す
る
た
め
、
二
〇 

〇
八
年
三
月
、
経
済
産
業
省

が
策
定
し
た
計
画
。
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
革
新
技
術

と
し
て
、
革
新
的
太
陽
光
発

電
や
先
進
的
原
子
力
発
電
、

Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
貯
留
、
超
高

効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど

「
21
」技
術
を
選
定
し
て
い
る
。

中西 寛  なかにし ひろし
京都大学公共政策大学院教授
（国際政治学）
1962年大阪府生まれ。京都大学法学
部卒、同大学院法学研究科修士課程
修了、同博士後期課程退学。88~90年
シカゴ大学大学院（歴史学）博士課程
在籍。京都大学助教授を経て、教授。日
本の安全保障政策、国際秩序の変容な
ど研究。著書『国際政治とは何か─地
球社会における人間と秩序』（吉野作造
賞）、共編著『「新しい安全保障」論の視
座─人間・環境・経済・情報』『新・国際
政治経済の基礎知識』など。
http://www.sg.kyoto-u.ac.jp/about/
staff/index.html
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を
増
や
す
に
し
て
も
、
問
題
は
価
格
の
転
嫁
。
ド
イ
ツ
の
家
庭
で

は
一
カ
月
五
百
円
ほ
ど
上
が
っ
て
も
ソ
ー
ラ
ー
を
買
う
と
言
っ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
転
嫁
問
題
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

も
っ
と
国
民
に
対
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
せ
ば
電

気
料
金
が
高
く
な
る
こ
と
を
説
明
す
べ
き
。
転
嫁
問
題
を
正
面
か

ら
捉
え
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

内
閣
府
の
世
論
調
査
で
、
低
炭
素
社
会
の
た
め
に
負
担
し
て
い

い
額
は
一
家
庭
一
カ
月
で
千
円
未
満
と
い
う
人
が
六
割
、
一
七
％

が
全
く
負
担
し
た
く
な
い
と
い
う
。

　

排
出
量
取
引
や
環
境
税
な
ど
も
価
格
に
転
嫁
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
日
本
の
消
費
者
の
間
で
は
ま
だ
真
剣
に
議

論
さ
れ
て
い
な
い
。
企
業
が
自
助
努
力
で
吸
収
す
べ
き
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
技
術
投
資
は
進
ま
な
い
。
誰
か

が
転
嫁
問
題
の
口
火
を
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

日
本
の
文
化
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
生
か
し

ア
ダ
プ
テ
ー
ション
に
力
を
入
れ
る

嶌　

も
う
一
つ
、
日
本
の
国
際
的
地
位
に
つ
い
て
、
日
本
が
ミ
ド

ル
パ
ワ
ー
の
国
に
な
っ
た
と
き
、
ど
う
存
在
感
を
高
め
る
か
と
い

う
議
論
が
あ
っ
た
。
同
じ
島
国
で
大
陸
の
端
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
は

似
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
大
き
な
国
際
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
に
、
日
本
は
存
在
感
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
あ
る
時
、
イ
ギ
リ

ス
人
に
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
で
か
い
顔
が
で
き
る
ん
だ
と
聞
く
と
、

世
界
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
だ
と
言
い
、
加
え

て
英
語
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
世
界
の
情
報
が
全
部
集
ま
る

シ
ス
テ
ム
、
四
つ
目
に
学
問
が
あ
る
と
言
う
ん
で
す
。
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
が
あ
る
。
要
す
る
に
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

が
す
ご
い
と
。
そ
う
い
う
も
の
も
一
方
で
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

中
西　

英
語
は
世
界
の
共
通
言
語
で
す
が
、
今
後
、
技
術
が
疑
似

的
な
共
通
言
語
に
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
、

産
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
か
で
は
発
想
に
限
界
が
あ
り
、
文
系
的
な

知
識
も
含
め
大
き
な
発
想
転
換
を
促
す
、
知
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ

ト
み
た
い
な
も
の
が
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

日
本
で
も
企
業
や
研
究
者
が
個
々
に
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、

そ
れ
が
日
本
の
中
で
集
約
さ
れ
て
い
な
い
。
縦
割
り
や
セ
ク
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
分
散
し
た
ま
ま
な
ん
で
す
。

澤　

日
本
で
は
産
学
官
の
仕
切
り
を
飛
び
越
え
る
こ
と
は
少
な
い

で
す
ね
。
例
え
ば
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
僕
も
レ

ポ
ー
ト
を
書
き
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
ら
Ｅ
Ｕ
な
ど
す
ぐ
に
巨
額

の
予
算
を
用
意
し
て
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
研
究
を
委
託
す
る
。
セ

ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
は
Ｅ
Ｕ
の
方
が
圧
倒
的
に
研
究
し
て
い
る
。

政
府
が
ア
カ
デ
ミ
ア
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
う
ま
く
使
っ
て
い
る
ん

で
す
。
一
方
、
日
本
の
官
は
産
学
の
情
報
を
軽
く
見
る
傾
向
が
あ

り
、
最
近
、
知
財
、
知
財
と
言
う
も
の
だ
か
ら
隠
す
風
潮
も
蔓
延
、

知
の
交
流
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
少
な
い
。
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り
方
自
体
検
討
し
な
い
と
、
普
遍

的
コ
ン
セ
プ
ト
な
ん
て
出
て
こ
な
い
。

嶌　

技
術
だ
け
で
な
く
社
会
科
学
や
文
明
・
文
化
も
含
め
な
い
と
、

大
き
な
構
想
力
や
革
新
的
な
技
術
の
芽
も
出
て
こ
な
い
わ
け
で
す

ね
。

中
西　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
は
確
か
に
マ
ク
ロ
な
普
遍
的
コ
ン
セ

プ
ト
を
押
し
出
す
こ
と
は
得
意
で
は
な
い
。
だ
け
ど
、
例
え
ば
日

ア
ジ
ア
経
済
・
環
境
共
同
体

構
想

豊
か
で
繁
栄
し
た
「
ア
ジ
ア

経
済
・
環
境
共
同
体
」
の
実

現
を
目
指
す
構
想
で
あ
り
、

二
〇
〇
八
年
六
月
に
策
定
さ

れ
た
「
経
済
財
政
改
革
の
基

本
方
針
二
〇
〇
八
」
に
お
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

世
界
で
最
も
環
境
に
優
し
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
に
強
い
市

場
を
構
築
し
、
ア
ジ
ア
の
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
規
模
拡
大

を
目
指
す
。
環
境
に
つ
い
て

は
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
推
進

す
る
。

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ミ
テ

ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

は
温
暖
化
被
害
へ
の
適
応
、

「
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
と

は
温
暖
化
の
緩
和
、
つ
ま
り

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削

減
の
こ
と
。

本
食
が
世
界
の
中
で
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
日
本
人
の

暮
ら
し
ぶ
り
と
か
価
値
観
、
文
化
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
二
十
一
世
紀
的
な
文
脈
で
見
直

し
て
い
く
と
い
う
視
点
も
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

例
え
ば
、
今
後
日
本
は
ア
ジ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ま
ず
は
産

業
分
野
の
環
境
技
術
を
打
ち
出
し
て
い
く
が
、
中
長
期
で
は
産
業

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
以
外
の
分
野
で
、
い
か
に
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め

る
か
。
例
え
ば
こ
れ
ま
で
衰
退
産
業
と
見
ら
れ
て
い
る
分
野
を
ど

う
す
る
か
。
農
業
な
ど
の
分
野
と
環
境
を
い
か
に
結
び
つ
け
て
い

く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
い
く
ら
近
代
化
だ
と
い
っ
て
も
、
中
国

も
ま
だ
人
口
の
半
分
ほ
ど
は
農
村
に
い
る
し
、
イ
ン
ド
も
農
業
の

比
重
は
大
き
い
。
そ
う
い
う
分
野
の
活
性
化
も
含
め
て
考
え
な
い

と
、
や
が
て
無
理
が
来
る
。

澤　

実
は
環
境
と
衰
退
産
業
を
結
び
つ
け
る
の
が
、
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
適
応
で
す
。
今
、
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
削
減
の

話
ば
か
り
し
て
い
る
の
で
、
省
エ
ネ
し
か
出
て
こ
な
い
が
、
ア
ダ

プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
簡
単
に
言
え
ば
、
マ
ラ
リ
ア
が
広
が
る
か
ら

ア
フ
リ
カ
で
蚊
帳
を
使
お
う
と
。
日
本
の
意
外
な
技
術
や
製
品
が

意
外
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
つ
。
日
本
は
も
っ
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

地
方
都
市
に
し
て
も
衰
退
の
象
徴
み
た
い
な
建
物
を
残
し
た
ま

ま
だ
か
ら
、
ま
す
ま
す
人
が
寄
り
つ
か
な
く
な
る
。
自
然
復
活
、

開
発
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
を
公
共
事
業
化
し
、
日
本
の
自
然
の

美
し
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
自
体
が
事
業
に
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
世
界
に
発
信
す
れ
ば
い
い
。

嶌　

今
、「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
を
広
い
視
点

か
ら
調
べ
て
い
る
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う

と
、
ア
ニ
メ
、
漫
画
、
ゲ
ー
ム
を
頭
に
浮
か
べ

る
け
れ
ど
も
、
地
球
文
明
、
地
球
文
化
に
対
す

る
環
境
技
術
の
貢
献
だ
っ
て
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
。

そ
う
考
え
る
と
結
構
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
日
本

の
四
季
（
観
光
）、美
的
感
性
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）

や
伝
統
文
化
、
農
業
も
そ
う
。
和
食
が
評
価
さ

れ
れ
ば
、
素
材
の
農
業
も
見
直
さ
れ
る
。
日
本

が
培
っ
て
き
た
価
値
観
や
文
化
観
を
う
ま
く
掘

り
起
こ
し
て
い
け
ば
、
再
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に

で
き
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
立
国
・
日
本
の
戦
略
と
し
て
、「
技
術
」

を
軸
に
―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
産
業
技
術
は
も

ち
ろ
ん
、
私
た
ち
が
培
っ
て
き
た
生
活
文
化
や

文
明
の
作
法
も
含
む
広
い
意
味
で
の
「
技
術
」
を
軸
に
、
世
界
に

存
在
感
を
示
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
の
点
で
、
こ
の
戦

略
の
担
い
手
は
私
た
ち
日
本
人
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、
環
境
を
守

る
に
は
当
初
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
将
来
は
省
エ
ネ
技
術
の
よ

う
に
、「
環
境
」
が
日
本
の
成
長
、
存
在
感
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
で
す
ね
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
／
田
窪
由
美
子



　

も
う
二
十
年
近
く
も
前
、
小
雨
が
降
り
し
き
る
秋
の
夕
暮
れ
、
私
は
奈
良
公
園
に
佇
ん
で
い

た
。
ふ
い
に
目
の
前
に
、
森
の
神
の
よ
う
な
大
き
な
老
鹿
が
現
れ
、
次
の
瞬
間
、
大
き
な
音
を

た
て
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
体
何
が
起
き
た
の
か
？　

気
が
つ
く
と
今
度
は
、
そ
の
老
鹿

と
傍
ら
に
い
る
私
を
囲
み
、
同
心
円
を
描
く
か
の
よ
う
に
、
何
百
頭
と
い
う
鹿
が
集
ま
っ
て
き

て
、
動
か
な
く
な
っ
た
老
鹿
を
静
か
に
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。
あ
た
り
は
だ
ん
だ
ん
暗
く
な

る
。
や
が
て
一
頭
の
若
く
逞
し
い
雄
鹿
が
走
り
出
し
た
。
新
し
い
ボ
ス
鹿
の
あ
と
に
つ
い
て
鹿

た
ち
が
一
斉
に
駆
け
出
し
、
地
響
き
を
た
て
な
が
ら
若
草
山
の
方
へ
消
え
て
行
っ
た
。
暗
闇
の

中
に
立
ち
つ
く
す
私
と
死
ん
だ
老
鹿
を
残
し
て
。

　

崇
高
で
神
聖
な
も
の
に
出
会
っ
た
―
―
古
来
、
神
の
化
身
、
森
の
守
り
神
と
さ
れ
て
き
た
老

鹿
の
死
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
私
は
そ
う
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
画
家
と
し

て
何
を
描
く
べ
き
か
を
理
解
し
た
。
単
に
「
モ
ノ
」
を
写
し
取
る
の
で
は
な
く
本
質
的
な
何
か

を
描
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
奈
良
で
の
体
験
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
鹿
の
絵
を
何
十
枚
、
何
百
枚
も
描
い
た
。
だ
け
ど
描
い
て
も
描
い
て
も
鹿
と

の
距
離
が
埋
ま
ら
な
い
。
ど
う
や
ら
私
は
あ
の
と
き
に
、
大
切
な
何
か
を
鹿
に
持
ち
去
ら
れ
た

よ
う
だ
。
そ
れ
は
、「
美
」
に
関
わ
る
鍵
穴
に
差
し
込
む
鍵
。
そ
の
鍵
を
取
り
戻
す
た
め
、
絶

え
ず
探
し
、
絶
え
ず
追
い
か
け
る
人
生
が
始
ま
っ
た
。
初
め
は
鹿
を
、
そ
し
て
求
め
る
心
が
引

き
寄
せ
た
新
た
な
モ
チ
ー
フ
、
滝
、
海
、
砂
漠
、
雲
…
…
。
描
き
続
け
る
こ
と
で
、
失
く
し
た

鍵
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
。
私
に
と
っ
て
奈
良
は
、
画
家

と
し
て
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
、
格
別
な
地
な
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
私
を
奈
良
に
惹
き
つ
け
る
も
の
は
、
も
う
一
つ
あ
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
、

天
平
文
化
が
花
開
い
た
奈
良
。
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
正
倉
院
展
」
は
、「
日
本
の
中
に
世

界
が
あ
り
、
世
界
の
中
に
日
本
が
あ
る
」
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
機
会
だ
。
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
宝
の
山
が
あ
る
の
に
、
日
本
人
が
西
洋
に
ば
か
り
目
を
向
け
が
ち
な
の
を
残
念

に
思
う
。
も
っ
と
自
分
た
ち
の
足
元
に
あ
る
偉
大
な
文
化
を
自
覚
し
た
方
が
い
い
。
そ
う
し
て

奈
良
に
足
を
運
べ
ば
、
も
し
か
す
る
と
私
の
よ
う
に
、
一
生
を
左
右
す
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
に
出

会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
奈
良
は
特
別
な
地
な
の
だ
か
ら
。
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❷﹇
ル
ポ
﹈ＭＯ
ＶＥ
ザ
関
西

少
子
化
時
代
、

大
学
の
新
た
な
挑
戦

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
る
な
か
で
、

学
び
の
場
が
変
わ
り
つつ
あ
る
。

エ
リ
ア
を
超
え
て
有
望
な
人
材
を
集
め
る
べ
く
、

統
合
・
連
携
、
新
学
部
創
設
と
、

各
大
学
は
自
ら
を
変
え
、

生
き
残
り
を
賭
け
た
挑
戦
が
続
く
。

関
西
の
大
学
の
新
し
い
取
り
組
み
を
追
っ
て
み
た
。

大阪市内に現存する「適塾」 2122



ノ
ロ
ジ
ー
の
「
知
術
」
を
人
々
に
デ
リ
バ
リ
ー
す
る
「
知
デ
リ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
軌
道
に
乗
せ
た
。

　

そ
う
し
た
大
阪
大
学
の
多
様
な
「
社
学
連
携
」
事
業
の
情
報
を

集
約
し
、
大
阪
を
「
国
際
学
芸
都
市
」
と
し
て
蘇
ら
せ
る
文
化
事

業
の
推
進
母
体
と
し
て
〇
八
年
四
月
に
開
設
し
た
の
が
「
大
阪
大

学
21
世
紀
懐
徳
堂
」
で
あ
る
。

　
「
大
阪
大
学
は
、
江
戸
時
代
に
で
き
た
民
間
の
学
校
、
懐
徳
堂

と
適
塾
を
精
神
的
な
源
流
と
し
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
の
志
士
を

輩
出
し
た
緒
方
洪
庵
の
適
塾
の
方
が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
は
い
わ

ば
武
士
の
学
校
。
そ
れ
以
上
に
私
た
ち
が
重
視
し
た
い
の
は
、
町

人
に
よ
る
町
人
の
た
め
の
学
問
所
・
懐
徳
堂
で
す
」

　

鷲
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
懐
徳
堂
は
一
七
二
四
年
（
享
保
九
年
）

に
大
坂
の
五
商
人
が
創
っ
た
当
時
最
高
レ
ベ
ル
の
学
校
で
、
番
頭

か
ら
丁
稚
ま
で
誰
も
が
自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
学
問
的
系
譜
の
上
に
一
九
三
一
年
、
民
間
の
支
援
の
も
と
、

医
学
部
と
理
学
部
を
擁
す
る
日
本
で
六
番
目
の
帝
国
大
学
と
し
て

創
設
さ
れ
た
の
が
大
阪
大
学
だ
。
そ
の
二
年
後
、
大
阪
工
業
大
学

（
旧
制
）
を
統
合
し
て
工
学
部
を
設
置
、
戦
後
は
旧
制
大
阪
高
校

や
浪
速
高
校
を
加
え
て
新
制
大
学
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
も
と
よ
り
府
民
の
多
様
な
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
て
成
立
し
た
大
阪
大
学
は
、
昨
年
秋
、
や
は
り
民
間
の
寄

付
に
よ
り
大
正
期
に
創
立
さ
れ
た
大
阪
外
国
語
大
学
と
統
合
し
た
。

民
間
と
の
深
い
連
携
と
い
う
、
と
も
に
似
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
二
大

学
の
統
合
。
ア
ジ
ア
や
東
欧
な
ど
の
言
語
や
文
化
に
強
い
旧
大
阪

外
大
の
特
色
と
、
医
学
部
や
法
学
部
な
ど
大
阪
大
学
の
専
門
性
を

生
か
せ
ば
、
例
え
ば
在
留
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
通
訳
や
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❶❷大阪大学吹田キャンパス
❸外国語学部（旧大阪外国語大学）のある箕面キャ
ンパス
❹❺豊中キャンパスに開設した「大阪大学21世紀懐
徳堂」。大阪大学の社学連携についてわかりやすく
伝えるコミュニケーションギャラリーなどを設けている
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「
21
世
紀
懐
徳
堂
」
始
動

　
「
今
、
一
番
や
り
た
い
こ
と
は
『
社
学
連
携
』
で
す
。
大
阪
大

学
は
企
業
と
の
共
同
研
究
や
技
術
開
発
と
い
っ
た
『
産
学
連
携
』

に
は
ず
っ
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
社
会
は
企

業
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
大
阪
と
い
う
地
で
、

大
学
と
市
民
や
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
、
大
阪
の
市
民
文
化
を
復

興
さ
せ
た
い
」

　

万
博
記
念
公
園
に
隣
接
す
る
広
大
な
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
ほ

ど
に
建
つ
レ
ン
ガ
色
の
大
学
本
部
で
、
大
阪
大
学
総
長
の
鷲
田
清

一
さ
ん
は
そ
う
語
り
始
め
た
。

　

大
阪
大
学
の
「
社
学
連
携
」
事
業
は
近
年
、
加
速
度
を
増
し
つ

つ
あ
る
。
例
え
ば
、
大
学
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
も
言
わ
れ
る
国
立
大
学

の
法
人
化
が
行
わ
れ
た
二
〇
〇
四
年
四
月
、大
阪
大
学
発
祥
の
地
・

大
阪
市
中
之
島
に
「
第
三
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
中
之
島
セ
ン
タ
ー
を

開
設
。
都
心
回
帰
を
果
た
し
、
広
く
市
民
に
開
か
れ
た
「
教
育
・

研
究
、
情
報
発
信
、
交
流
」
の
拠
点
と
し
て
運
営
し
始
め
た
。
翌

〇
五
年
四
月
に
は
万
博
記
念
公
園
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
大
学
の
研
究
者
と
市
民
が
互
い
に

自
由
に
語
り
合
う
「
哲
学
カ
フ
ェ
」
や
「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」、

さ
ら
に
は
心
斎
橋
の
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
を
拠
点
に
ア
ー
ト
＆
テ
ク

「社学連携」で大阪の文芸復興に挑む



司
法
通
訳
な
ど
「
足
元
の
国
際
化
」
を
担
う
人
材
を
養
成
で
き
る
。

こ
れ
が
「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
」、
大
阪
大
学
の
モ
ッ
ト

ー
の
具
現
化
で
あ
り
、
外
国
人
・
学
生
に
も
魅
力
的
な
街
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
。
素
地
が
整
っ
た
今
こ
そ
「
原
点
」
に
帰
っ
て
、
市

民
と
と
も
に
「
知
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
大
阪
に
か

つ
て
の
気
概
を
取
り
戻
し
て
新
た
な
市
民
文
化
を
創
り
あ
げ
よ
う
、

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

街
が
人
を
育
て
る

　

近
世
以
降
、
市
民
主
導
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
大
阪
だ

が
、「
戦
後
は
一
番
大
阪
ら
し
く
な
い
こ
と
を
し
て
き
た
」
と
鷲

田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
大
阪
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、
政
治
で

も
経
済
で
も
、
教
育
、
学
問
、
芸
術
で
も
、
お
上
に
任
せ
た
ら
ア

カ
ン
、
何
で
も
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
精
神
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
戦
後
は
全
部
お
上
任
せ
で
、
受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

　

街
自
体
ド
ー
ナ
ツ
化
し
て
住
民
が
減
少
、
街
な
か
に
あ
っ
た
大

学
の
ほ
と
ん
ど
は
郊
外
に
移
り
、
人
々
は
学
ぶ
た
め
で
な
く
、
遊

ぶ
た
め
、
消
費
す
る
た
め
だ
け
に
大
阪
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
と
鷲
田
さ
ん
は
言
う
。「
会
社
員
も
昼
間
は
そ
の
地
域

で
働
く
市
民
で
あ
り
、
企
業
は
企
業
市
民
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
。

大
学
も
研
究
や
教
育
だ
け
で
は
ダ
メ
。
だ
か
ら
、
21
世
紀
懐
徳
堂

を
ベ
ー
ス
に
、
大
学
と
企
業
が
市
民
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
一

緒
に
考
え
、
社
学
連
携
の
新
し
い
『
阪
大
ス
タ
イ
ル
』
を
創
り
た

い
ん
で
す
」

　

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
今
秋
、
中
之
島
の
地
下
を
横
断
す
る
京

阪
電
鉄
「
中
之
島
線
」
の
開
通
に
合
わ
せ
、
新
駅
周
辺
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
。
周
辺
の
金
融
マ
ン
な

ど
を
集
め
て
の
経
済
学
カ
フ
ェ
や
、
ア
ー
ト
、
哲
学
の
ゼ
ミ
な
ど

を
開
催
し
て
い
く
と
い
う
。

　
「
一
方
通
行
の
公
開
講
座
は
も
う
十
分
で
す
。
そ
れ
は
つ
い
市

民
を
受
け
身
に
し
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
大
阪
の
市
民
文
化
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
き
た
い
。
懐
徳
堂
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
高
い
市
民
の
学
舎
が

で
き
れ
ば
、大
学
の
先
生
も
鍛
え
ら
れ
る
」
と
、鷲
田
さ
ん
は
笑
う
。

　

街
が
人
を
育
て
る
。
大
学
が
地
域
文
化
の
核
に
な
る
こ
と
で
大

阪
の
学
芸
と
市
民
文
化
を
復
興
さ
せ
る
。
そ
の
街
に
集
い
、
街
の

空
気
を
呼
吸
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
、
学
生
が
勝
手
に
育
つ
―
―

そ
ん
な
環
境
を
創
る
こ
と
こ
そ
大
事
で
は
な
い
か
。
鷲
田
さ
ん
が

目
指
す
「
社
学
連
携
」
は
、
大
学
と
い
う
枠
を
超
え
、
大
阪
の
街

を
確
か
に
変
え
て
い
き
そ
う
だ
。

大阪大学中之島センター。1階ラウ
ンジでは懐徳堂と適塾の展示を行っ
ており（上）、懐徳堂の模型も（中）。
ここを都心の拠点として、市民ととも
に考える多彩な催しを実施（下）

京都国際マンガミュージアム、1階吹抜けホール

「
自
由
自
治
」
の
精
神
と
「
伝
統
社
会
」
の
す
ご
さ

　

京
都
市
街
の
中
心
、
烏
丸
御
池
交
差
点
北
西
角
に
、
元
龍た

つ
い
け池

小

学
校
の
瀟
洒
な
建
物
を
生
か
し
て
二
〇
〇
六
年
秋
に
開
設
さ
れ
た
、

国
内
初
の
マ
ン
ガ
博
物
館
＆
図
書
館
「
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
あ
る
。
毎
週
末
、
館
内
や
テ
ラ
ス
、
人
工
芝
の
元
校

庭
で
は
、
子
供
か
ら
若
者
、
会
社
員
、
主
婦
、
お
年
寄
り
、
さ
ら

に
世
界
各
地
の
人
々
が
大
好
き
な
マ
ン
ガ
を
幾
冊
も
読
み
ふ
け
り
、

同
館
名
物
の
「
紙
芝
居
」
に
熱
中
し
て
い
る
。

　

こ
の
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
日
本
で
最
初
に
マ
ン
ガ
学
科

を
、
さ
ら
に
は
マ
ン
ガ
学
部
を
開
設
し
た
京
都
精
華
大
学
が
京
都

市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
元
龍
池
小
学
校
を
設
立
し
た
地
元
住
民
の

理
解
と
協
力
の
も
と
に
運
営
す
る
施
設
で
あ
る
。

　

日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
は
今
や
ア
ジ
ア
・
欧
米
は
じ
め
世
界

中
の
人
々
を
夢
中
に
さ
せ
る
、
現
代
日
本
を
代
表
す
る
文
化
と
な

っ
た
。
し
か
し
か
つ
て
は
「
マ
ン
ガ
な
ん
て
」
と
眉
を
ひ
そ
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
。
で
は
、
な
ぜ
、
京
都
精
華
大
学
に
マ
ン

ガ
学
部
が
、
そ
し
て
京
都
に
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
誕
生
し
た

の
か
。

　
「
一
つ
に
は
、京
都
精
華
大
学
の
創
設
者
が
唱
え
た『
自
由
自
治
』
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の
精
神
が
、
マ
ン
ガ
を
『
異
端
』『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
と
忌
避

し
な
い
で
論
じ
る
風
土
を
育
ん
で
い
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
や
は

り
京
都
の
す
ご
さ
で
す
ね
。
京
都
は
千
年
を
超
え
る
伝
統
の
あ
る

社
会
で
、
そ
の
背
景
に
は
常
に
『
時
代
の
最
先
端
』
を
受
け
入
れ
、

生
み
出
す
包
容
力
が
潜
ん
で
い
ま
す
」

　

京
都
精
華
大
学
の
初
代
マ
ン
ガ
学
部
長
で
、
現
在
、
京
都
国
際

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め

る
牧
野
圭
一
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
、
鳥
獣
戯
画
や
歌
舞
伎
、
さ
ら

に
は
世
界
的
な
先
端
企
業
を
生
み
、
育
ん
で
き
た
京
都
の
特
色
に

つ
い
て
触
れ
た
。

「
マ
ン
ガ
学
」
に
新
た
な
未
来
を
拓
く

　

世
代
や
地
域
、
文
化
の
相
違
を
超
え
て
誰
も
が
マ
ン
ガ
に
惹
か

れ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
牧
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
マ
ン
ガ
は
お

し
ゃ
べ
り
な
象
形
文
字
」
で
、
価
値
観
の
相
違
を
超
え
た
人
間
の

本
音
や
願
望
を
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
絵
解
き
し
て
表
現
で

き
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
た
め
、
マ
ン
ガ
は
世
の
中
の
権
威
、
権
力
、
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
か
ら
は
疎
ま
れ
て
き
た
。「
手
塚
治
虫
さ
ん
で
さ
え
、『
僕
の
絵

は
う
ま
く
な
い
。
百
年
後
に
は
認
め
ら
れ
な
い
』
と
言
っ
て
ま
し

た
。
で
も
ア
ト
ム
が
い
た
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
も
真
似
の
で
き
な

い
、最
先
端
の
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
日
本
で
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
」

　

マ
ン
ガ
の
魅
力
・
可
能
性
に
着
目
し
て
、
京
都
精
華
大
学
の
美

術
科
に
マ
ン
ガ
ク
ラ
ス
が
開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
七
三
年
だ
っ
た
。

さ
ら
に
九
五
年
、
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
マ
ン
ガ
コ
ー
ス
に
、
新

聞
で
辛
口
の
政
治
風
刺
マ
ン
ガ
を
描
い
て
い
た
牧
野
さ
ん
が
や
っ

て
き
た
。
し
か
し
当
時
、「
マ
ン
ガ
コ
ー
ス
」
と
い
っ
て
も
「
カ

ー
ト
ゥ
ー
ン
」（
一
コ
マ
マ
ン
ガ
）
だ
け
だ
っ
た
。
自
由
奔
放
な

マ
ン
ガ
の
世
界
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
部
門
へ
―
―
京
都
精
華
大

学
は
二
〇
〇
〇
年
春
、
芸
術
学
部
マ
ン
ガ
学
科
を
開
設
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
マ
ン
ガ
学
科
に
は
、
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
分
野
が
置
か
れ
、

著
名
な
現
役
マ
ン
ガ
家
が
多
数
教
授
陣
に
加
わ
っ
て
き
た
。
そ
の

一
人
が
、『
地
球
（
テ
ラ
）
へ
…
』
な
ど
多
く
の
作
品
で
知
ら
れ

る
現
マ
ン
ガ
学
部
長
の
竹
宮
惠
子
さ
ん
だ
っ
た
。

　
「
竹
宮
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ル
メ
ス
社
の
社
史
『
エ
ル
メ
ス

の
道
』
を
真
剣
に
描
か
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
僕
は
『
エ
ル
メ

ス
社
の
社
史
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
生
た
ち
に
教

え
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
』
と
誘
っ
た
ん
で
す
」

　

牧
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
マ
ン
ガ
の
創
作
は
よ
ほ
ど
才
能
と
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
な
い
と
大
成
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
企
業

や
市
町
村
の
歴
史
、
先
端
医
療
や
技
術
な
ど
、
マ
ン
ガ
で
リ
ア
ル

に
描
く
こ
と
が
で
き
る
分
野
は
多
様
で
幅
広
い
。
そ
れ
だ
け
「
マ

ン
ガ
学
」
専
攻
の
学
生
た
ち
の
将
来
も
開
け
て
い
く
。

　

〇
六
年
春
、
マ
ン
ガ
学
科
は
マ
ン
ガ
学
部
へ
と
昇
格
、
同
年

十
一
月
、
京
都
市
内
に
世
界
に
開
か
れ
た
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
開
設
さ
れ
た
。
今
後
は
、
ア
ト
ム
が
世
界
最
先
端
の

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
に
、「
産
学
官
連
携
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究
・
開
発
、
つ
ま
り
新
産
業
の
創
出

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
牧
野
さ
ん
は
新
た
な
夢
を
膨
ら

ま
せ
る
。

❶マンガ単行本約5万冊が配架されている全長140m
の書架「マンガの壁」
❷京都精華大学名誉教授で京都国際マンガミュージ
アム国際マンガ研究センター長の牧野圭一さん
❸元校庭前のテラスでマンガを読みふける

❺ ❷

❶

❸

❶京都精華大学マンガ学部カートゥーンコースの人物
デッサン実習授業
❷マンガ学部アニメーションコースの実習授業
❸ストーリーマンガコースの実習授業
❹京都精華大学キャンパス
❺著名なマンガ家で、現マンガ学部長の竹宮惠子さん

❶ ❷

❹

❺

❸
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も
っ
と
も
、「
観
光
学
部
構
想
」
は
単
に
大
学
だ
け
で
な
く
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
生
か
し
た
和
歌
山
県
活
性
化
の
起
爆
剤
に
、

と
い
う
、
い
わ
ば
県
民
の
悲
願
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
今
春
、
観

光
学
部
長
に
就
任
し
た
大
橋
昭
一
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
八
年
前
、
和

歌
山
市
が
地
域
活
性
化
の
た
め
「
公
立
和
歌
山
創
造
大
学
構
想
」

を
打
ち
出
し
た
時
、
設
立
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た

小
田
さ
ん
が
唱
え
た
「
観
光
創
造
」
案
が
そ
の
原
点
。「
地
域
創

造
に
は
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
今
の
時
代
に
工
場

誘
致
的
な
も
の
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
観
光
も
か
つ
て
の
団
体
旅
行
の

よ
う
な
も
の
は
自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
。
環
境
と
観
光
を
い
か
に

つ
な
げ
、
地
域
創
造
を
図
っ
て
い
く
か
」
と
、
小
畑
さ
ん
と
大
橋

さ
ん
は
言
う
。

　

和
歌
山
大
学
の
「
観
光
学
部
」
構
想
が
世
に
出
た
直
後
の
〇
四

年
七
月
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」（
熊
野
三
山
、
高
野
山
、

吉
野
・
大
峯
の
各
霊
場
と
、
熊
野
参
詣
道
、
高
野
山
町
石
道
、
大

峯
奥
駈
道
の
各
参
詣
道
）
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
こ
れ
を
機
に
和
歌
山
県
が
有
史
以
来
育
ん
で
き
た
ユ
ニ
ー
ク

な
歴
史
風
土
へ
の
興
味
関
心
が
高
ま
り
、
同
年
の
年
間
観
光
客
数

は
初
め
て
三
千
万
人
を
超
え
、
外
国
人
観
光
客
数
は
前
年
比
八
〇

％
増
と
い
う
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、

地
元
の
行
政
や
産
業
界
、
住
民
の
間
で
「
観
光
学
部
」
構
想
へ
の

期
待
が
高
ま
り
、
大
き
な
後
押
し
と
な
っ
た
。

「
精
神
は
日
本
・
言
葉
は
英
語
」
で

　

で
は
、
具
体
的
に
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
が
目
指
す
「
観
光
に

世
界
遺
産
を
糧
に

　

二
〇
〇
八
年
四
月
、
和
歌
山
大
学
に
国
立
大
学
初
と
な
る
「
観

光
学
部
」
が
開
設
さ
れ
た
。

　

観
光
学
部
は
前
年
新
設
さ
れ
た
経
済
学
部
観
光
学
科
を
発
展
さ

せ
た
も
の
で
、
観
光
関
連
産
業
の
発
展
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
す

る
「
観
光
経
営
学
科
」
と
、
観
光
行
政
な
ど
の
企
画
立
案
が
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
「
地
域
再
生
学
科
」
の
二
学
科
で
構
成
さ
れ
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
・
奄
美
大
島
ま
で
、
従
来
和
歌
山
大

学
が
ベ
ー
ス
と
す
る
西
日
本
を
は
る
か
に
超
え
た
地
域
か
ら
多
く

の
志
願
者
が
集
ま
り
、
一
気
に
高
い
倍
率
を
記
録
。

　

こ
の
新
学
部
構
想
を
、
和
歌
山
大
学
学
長
の
小
田
章
さ
ん
が
公

表
し
た
の
は
〇
四
年
春
。
ち
ょ
う
ど
国
立
大
学
法
人
化
直
後
の
こ

と
だ
っ
た
。
同
年
四
月
か
ら
、
観
光
学
科
・
観
光
学
部
設
置
準
備

に
取
り
組
ん
で
き
た
、
現
副
学
長
で
観
光
学
部
教
授
で
も
あ
る
小

畑
力
人
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
法
人
化
に
よ
っ
て
、
旧
帝
大
と
地
方

国
立
大
学
の
格
差
が
一
段
と
可
視
化
す
る
な
か
で
、
和
歌
山
大
学

の
取
り
組
ん
だ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略
の
中
軸
が
、
観
光
学
部
の
開

設
で
し
た
」

和歌山市北郊の山麓にある
和歌山大学キャンパス

❶和歌山大学キャンパス
❷和歌山大学観光学部長の大橋昭一さん
❸和歌山大学観光学部
❹日本文化を肌身で学ぶ、観光学部の茶道実習授業
❺和歌山大学副学長で観光学部教授の小畑力人さん
❻日本について書かれた英語テキストを使った、観光
学部の英語授業

❶

❸ ❹

❺ ❻

❷
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よ
る
地
域
創
造
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
橋
さ
ん
は
、「
通
常
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
消
費
者
が
欲

し
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
で
も
、
観
光
で
は
、
例
え
ば

熊
野
古
道
を
消
費
者
の
望
む
よ
う
に
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
私
た
ち
が
熊
野
古
道
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
て
、

一
般
の
人
々
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
に
大
学
の
観
光
学
部
の
大
き
な
使
命
が
あ
る
」
と
言
う
。

　

小
畑
さ
ん
は
、
和
歌
山
に
は
観
光
資
源
は
多
い
の
に
、
各
地
バ

ラ
バ
ラ
に
点
在
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。「
例
え
ば
有
田
市
に

は
長
良
川
よ
り
古
式
の
鵜
飼
が
あ
り
ま
す
。
隣
の
湯
浅
町
は
日
本

の
醤
油
発
祥
の
地
で
二
年
か
け
て
本
物
の
醤
油
を
造
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
南
市
は
漆
器
日
本
三
大
産
地
の
一
つ
、
紀
州
漆
器
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
観
光
学
部
の
学
生
た
ち
が
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
し
、

う
ま
く
関
連
づ
け
て
相
互
の
魅
力
を
高
め
、
寂
し
く
な
っ
て
い
る

地
域
に
活
気
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
熱
を
込
め
る
。

幼
児
教
育
、
初
等
教
育
、
臨
床
教
育
を
一
体
化

　

関
西
学
院
大
学
の
母
体
「
関
西
学
院
」
は
明
治
半
ば
の

一
八
八
九
年
、
神
戸
の
外
国
人
居
留
地
で
活
動
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
人
宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
が
、
現
神
戸
市
灘

区
の
「
原
田
の
森
」
に
建
て
た
木
造
二
階
建
て
の
小
さ
な
私
塾

と
し
て
始
ま
っ
た
。
や
が
て
西
宮
市
上
ケ
原
の
現
在
地
に
移
転
。

一
九
三
二
年
に
関
西
学
院
大
学
が
設
置
さ
れ
、
今
や
九
学
部
を
擁

す
る
。
そ
し
て
創
立
百
二
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
九
年
春
、
私

立
大
学
と
し
て
は
数
少
な
い
教
育
学
部
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

　

教
育
学
部
開
設
準
備
室
長
を
務
め
る
、
関
西
学
院
大
学
副
学
長

の
芝
田
正
夫
さ
ん
は
、「
内
外
と
も
に
混
迷
を
深
め
る
現
代
、
次

代
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
関
学
を
創
っ
た
ラ
ン
バ
ス
先
生
の

建
学
の
理
念
に
立
ち
返
り
、
教
員
や
保
育
士
は
じ
め
教
育
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
、
私
立
の
総
合
大
学

と
い
う
特
色
を
生
か
し
て
養
成
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

開
設
予
定
の
教
育
学
部
は
、「
臨
床
教
育
学
科
」
と
「
幼
児
・

初
等
教
育
学
科
」
の
二
学
科
か
ら
な
る
。
う
ち
「
臨
床
教
育
学
科
」

は
、
現
在
、
文
学
部
総
合
心
理
科
学
科
に
所
属
す
る
「
臨
床
教
育

❸

　

そ
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
た
め
、
観
光
学
部
で
は
日
々
の
授

業
に
茶
道
や
華
道
を
取
り
入
れ
、「
着
物
文
化
論
」
の
発
表
会
で

は
学
生
が
自
ら
着
物
を
着
て
、
和
歌
山
市
内
の
商
店
街
で
着
物
シ

ョ
ー
を
披
露
し
、
注
目
を
集
め
た
。
幾
千
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ

れ
て
き
た
文
化
を
肌
身
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
観
光
や
日
本
文
化
に
関
わ
る
実
践
的
な
英
語
力
習
得
に
も

力
を
入
れ
る
。「
日
本
か
ら
毎
年
千
七
百
万
〜
千
八
百
万
人
が
海

外
に
観
光
に
出
か
け
る
の
に
、
外
国
人
観
光
客
数
は
最
近
か
な
り

増
え
た
と
い
っ
て
も
ま
だ
年
間
八
百
四
十
万
人
ほ
ど
。
い
か
に
外

国
人
観
光
客
を
誘
致
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
し
て
い
く
か
」
と
小

畑
さ
ん
は
言
う
。
続
け
て
大
橋
さ
ん
は
、「
わ
が
観
光
学
部
の
モ

ッ
ト
ー
は
、『
精
神
は
日
本
・
言
葉
は
英
語
』。
そ
う
い
う
人
材
を

輩
出
し
、
国
内
ば
か
り
か
世
界
各
地
の
国
際
機
関
に
行
き
、
大
い

に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
つ
け
加
え
た
。

❶❷熊野古道「中辺路」
❸現在の熊野本宮大社の入り口に建つ鳥居
❹日本のナショナルトラスト運動の先駆となった、和歌山県
　田辺市の「天神崎」

関西学院大学の西宮上ケ原キャンパス

❶

❷

❸

❹
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学
専
修
」
を
分
離
、
発
展
さ
せ
、
学
級
崩
壊
や
い
じ
め
、
不
登
校

な
ど
難
題
が
山
積
す
る
状
況
下
の
子
供
と
保
護
者
、
教
育
者
支
援

の
あ
り
方
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、「
幼
児
・
初
等
教
育
学
科
」
の
母
体
と
な
る
の
が
、
来
春
、

関
西
学
院
大
学
と
合
併
す
る
、
同
じ
く
明
治
期
、
ラ
ン
バ
ス
ゆ
か

り
の
人
々
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
聖
和
大
学
で
あ
る
。

　

関
学
・
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
約
十
分
の
聖
和
大
学
の

幼
児
教
育
学
科
は
一
九
六
四
年
、
幼
児
教
育
分
野
で
は
日
本
初
の

四
年
制
学
科
と
し
て
開
設
さ
れ
、
長
い
歴
史
と
実
績
を
持
つ
。
ま

た
同
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
聖
和
幼
稚
園
、
児
童
相
談
研
究
所
、

聖
和
乳
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
も
付
設
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
年
（
〇
八
年
）
四
月
、
宝
塚
市
の
宝
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
跡
地
に
関
西
学
院
初
等
部
が
開
設
さ
れ
た
。
芝
田
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
施
設
と
の
連
携
に
よ
っ
て
「
現
場
体

験
」
に
根
ざ
し
た
確
か
な
「
子
ど
も
理
解
」
に
基
づ
き
、
幼

児
教
育
と
初
等
教
育
、
臨
床
教
育
を
一
体
化
さ
せ
た
、
実
践
力
、

応
用
力
の
高
い
、
教
育
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

時
代
が
求
め
る
人
材

　

な
か
で
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、
体
験
型
学
習
で
あ
る
。「
教

育
学
部
の
学
生
は
、
一
年
生
の
時
か
ら
、
教
育
実
習
だ
け
で
な

く
、
幼
児
・
初
等
教
育
者
に
必
要
な
い
ろ
ん
な
実
習
を
体
験
さ
せ

ま
す
」。
芝
田
さ
ん
は
、
教
育
学
部
の
学
生
が
、
文
学
部
や
法
学
部
、

経
済
学
部
な
ど
他
学
部
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
、
学
部
の
壁
を

超
え
、
ま
た
環
境
問
題
な
ど
教
育
者
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
、
幅

33

広
い
知
識
と
関
心
を
持
つ
人
材
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言

う
。

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
中
学
・
高
校
の
教
員
免
許
を
取
得
し
て

教
職
に
就
く
学
生
が
毎
年
百
人
ほ
ど
い
て
、
現
在
、
各
地
の
学
校

現
場
で
三
千
人
近
く
が
現
役
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら

卒
業
生
た
ち
と
い
か
に
連
携
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
、
と

芝
田
さ
ん
。

　

開
設
予
定
の
〇
九
年
四
月
ま
で
あ
と
半
年
。「
現
実
に
保
育
士

も
幼
稚
園
教
員
も
こ
れ
ま
で
女
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
現
場
で
は

男
性
の
保
育
士
、
教
員
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
子
学

生
だ
け
で
な
く
、
男
子
学
生
に
も
ど
ん
ど
ん
入
学
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
」。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
現
在
、
女
性
中
心
の
職
場
と
な

っ
て
い
る
幼
児
教
育
現
場
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
そ
う
で
あ
る
。

一
方
、
企
業
で
も
新
入
社
員
の
早
期
退
職
者
の
増
加
な
ど
へ
の
対

策
か
ら
、
臨
床
教
育
学
な
ど
問
題
解
決
型
の
知
識
・
技
能
を
持
つ

卒
業
生
が
企
業
内
で
果
た
す
役
割
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

時
代
や
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
新
た
な
「
教
育
の
時
代
」
が
や

っ
て
来
た
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
学
、
大
学
院
か
ら
高
等
部
、
中
学
部
、
そ
し
て
今
春
開
校
し

た
初
等
部
を
擁
す
る
総
合
学
園
「
関
西
学
院
」
と
、大
学
、大
学
院
、

短
大
、
幼
稚
園
を
擁
す
る
「
聖
和
大
学
」
の
合
併
。
創
立
百
二
十

年
に
向
け
、
関
西
学
院
は
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
る

よ
う
だ
。

34

❶関西学院大学副学長で教育学部開設準備室長の
芝田正夫さん
❷関西学院大学の西宮上ケ原キャンパス
❸08年4月、宝塚市内に開校した関西学院初等部
❹聖和大学に隣接する聖和幼稚園
❺聖和大学に隣接する聖和乳幼児保育センター

❷聖和大学（来春、関西学院大学教育学部の聖和
キャンパスとなる予定）のシンボル・4号館チャペル

❸ ❹

❶

❺
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●

　

関
西
の
大
学
が
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
る
な
か
、
東
京
の
私

大
の
関
西
進
出
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
大
阪
大
学
の
都
心
回
帰

の
拠
点
・
中
之
島
の
ほ
ど
近
く
、
大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院
跡

地
の
再
開
発
地
区
「
ほ
た
る
ま
ち
」
に
、
〇
八
年
五
月
、
慶
應

義
塾
大
学
の
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

関
西
地
区
に
お
け
る
慶
應
義
塾
の
情
報
発
信
や
交
流
の
拠
点
と
い

う
機
能
を
持
つ
。
な
お
、
創
立
者
の
福
澤
諭
吉
の
誕
生
地
記
念
碑

は
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
あ
る
。
一
方
、
早
稲
田
大
学
は
、
関
西
大

学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、
関
西
の
中
・
高
校
の
系
属

化
を
積
極
的
に
推
進
。
関
西
経
済
連
合
会
に
も
入
会
す
る
な
ど
、

関
西
で
の
存
在
感
を
強
め
つ
つ
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
関
西
の
各
大
学
も
首
都
圏
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
を
次
々
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
お
り
、
エ
リ
ア
を
超
え
た
大
学
間

の
競
争
・
切
磋
琢
磨
は
一
段
と
進
展
。
こ
う
し
た
学
び
の
場
の
活

性
化
が
、
次
代
を
担
う
人
材
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成　

編
集
／
田
窪
由
美
子

35

❶中之島通りから「ほたるまち」を望む
❷堂島川を挟み、左（北）に慶應大阪
リバーサイドキャンパスのある「ほた
るまち」、右（南）に大阪大学中之島
センターが向きあう
❸「ほたるまち」にある福澤諭吉誕生
地の碑
❹大阪大学中之島センター

❶

❷

❸ ❹
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灯
り―

―

そ
れ
は

そ
こ
に
暮
ら
し
が
あ
る
証

さ
ま
ざ
ま
な
心
模
様
が
描
か
れ

物
語
が
紡
が
れ
て
い
る
証

迎
え
て
く
れ
る
灯
り

見
送
っ
て
く
れ
る
灯
り

そ
し
て
見
守
っ
て
く
れ
る
灯
り

街
そ
れ
ぞ
れ
に
灯
り
が
あ
り

人
そ
れ
ぞ
れ
に

心
に
残
る
灯
り
が
あ
る

そ
の
一
つ
の
物
語
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ほ
の
暗
い
空
間
に
、
和
紙
を
通
し
て
光
の
世

界
が
広
が
る
。
柔
ら
か
な
空
気
感
が
漂

い
、
温
か
な
気
配
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

て
い
ね
い
に
漉す

き
上
げ
た
生
成
り
の
和
紙
、
銀
箔
や

ク
リ
ス
タ
ル
を
漉
き
込
ん
だ
和
紙
、
色
や
柄
を
何
層
に

も
漉
き
重
ね
た
和
紙
―
―
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
初
め

て
私
た
ち
の
和
紙
は
呼
吸
を
始
め
る
。
灯
り
の
魅
力
や

美
し
さ
は
、
陰
影
、
光
と
影
の
関
係
に
潜
む
。
デ
ザ
イ

ン
作
業
や
紙
を
漉
く
時
に
ラ
イ
ト
の
効
果
を
考
え
、
漉

き
込
ん
だ
素
材
の
陰
影
や
色
が
、
あ
る
と
き
は
優
し
く
、

あ
る
と
き
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
浮
か
び
上
が
る
よ
う

工
夫
す
る
。

　

原
点
は
日
本
の
障
子
の
美
し
さ
。
秋
の
陽
射
し
が
障

子
に
長
い
影
を
落
と
す
。
空
が
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り

す
る
と
影
が
濃
く
な
り
薄
く
な
り
、
と
き
に
は
紅
葉
の

赤
が
映
り
込
ん
だ
り
、
月
の
光
や
、
雪
の
ち
ら
つ
く
影

も
映
る
。
そ
れ
を
古
く
か
ら
日
本
人
は
情
緒
・
情
感
と

感
じ
て
き
た
。
空
間
に
情
緒
あ
ふ
れ
る
表
情
を
つ
く
り
、

時
の
流
れ
や
季
節
の
移
ろ
い
ま
で
も
見
せ
て
し
ま
う
の

が
「
和
紙
」。
そ
の
移
ろ
い
を
自
然
光
の
な
い
と
こ
ろ

で
も
表
現
し
た
い
。
そ
れ
が
私
の
「
灯
り
」
と
の
出
会

い
だ
っ
た
。
和
紙
は
均
一
に
薄
く
漉
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
層
を
漉
き
重
ね
て

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
表
現
変
化
を
楽
し
め
る
。

　

室
内
で
な
く
屋
外
、
そ
れ
も
都
市
環
境
の
中
で
い
つ

か
和
紙
を
使
い
た
い
。そ
ん
な
私
の
夢
が
、八
年
前
、「
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
」
で
実
を
結
ん
だ
。
七
色
の
光

の
プ
リ
ズ
ム
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
百
五
十
三
枚
の
和
紙
を

漉
き
上
げ
、
合
わ
せ
硝
子
の
手
法
と
無
反
射
加
工
に
よ

り
、
和
紙
の
風
合
い
そ
の
ま
ま
の
「
外
壁
（
＝
街
の
灯

り
）」
を
つ
く
る
。
も
ち
ろ
ん
手
漉
き
だ
か
ら
一
枚
一

枚
微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
り
、
光
を
あ
て
る
と
優

し
い
色
が
踊
り
出
し
、
古
都
の
夜
に
光
の
気
配
を
醸
し

出
す
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
灯
り
の
世
界
は
日
々
進
化
し
て
い
る
。

和
紙
と
い
う
伝
統
文
化
と
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

な
ど
最
先
端
の
照
明
技
術
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
地
球
に
も
人
に
も
優
し
い
灯
り
の
可
能
性
は
無

限
に
広
が
っ
て
い
く
。

ほりき えりこ　和紙アーティスト
1962年京都府生まれ。高校卒業後、
銀行勤務を経て、手漉き和紙と出逢う。
87年SHIMUS設立。2000年堀木エ
リ子＆アソシエイツ設立。「建築空間に
おける和紙造形の創造」をテーマに、光
壁やタピストリーなどダイナミックな和紙作
品を制作。近年の作品に「東京ミッドタ
ウン・ガレリア」「そごう心斎橋本店」のア
ートワークなど。著書『和紙のある空間
─堀木エリ子作品集』など。
http://www.eriko-horiki.com/

ライティングをして初めて
和紙が呼吸を始める……
堀木エリ子 和紙アーティスト

和
紙
・
光
景
・イ
ン
ス
ピレ
ー
ション

「堀木エリ子の世界展」より　撮影：淺川敏 3738



エコル
ー
ツ
紀
行

黒
部
川
の

電
源
開
発
を
辿
る

　

久
々
の
、
黒
部
だ
っ
た
。
学
生
時
代
で
あ
る
か
ら
か
れ
こ
れ
四
十
年
も

前
の
こ
と
。
黒
部
峡
谷
の
「
上
の
廊
下
」
支
流
に
分
け
入
り
、
岩
魚
を
釣

り
上
げ
、
塩
焼
き
に
し
て
舌
鼓
を
打
っ
た
っ
け
。
翌
日
か
翌
々
日
、
黒
部

ダ
ム
に
辿
り
着
い
た
と
記
憶
す
る
。

　

ダ
ム
が
竣
工
し
て
数
年
後
の
夏
で
あ
る
。
両
側
の
峻
険
な
山
肌
に
が
っ

ち
り
と
し
た
ア
ー
チ
型
ダ
ム
が
食
い
込
み
、
上
流
は
青
々
と
し
た
黒
部
湖

が
広
が
っ
て
い
る
。
下
流
に
向
か
っ
て
は
、
放
水
口
か
ら
ふ
た
筋
、
ラ
ッ

パ
状
に
広
が
っ
た
シ
ャ
ワ
ー
が
吹
き
出
て
い
る―

―

。

　

光
景
は
往
時
の
ま
ま
、
何
ひ
と
つ
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
、

こ
ち
ら
の
変
容
は
は
な
は
だ
し
い
。
往
時
の
健
脚
は
と
っ
く
に
失
わ
れ
、

ダ
ム
展
望
台
の
階
段
を
上
る
の
も
途
中
で
ひ
と
休
み
す
る
体
た
ら
く
で
あ

っ
た
。

 

作
家
・
神
戸
夙
川
学
院
大
学
教
授 

後
藤
正
治
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黒
部
に
怪
我
な
し

　

こ
の
た
び
は
取
材
と
し
て
特
別
に
、
下
流
の
「
下
の
廊
下
」
か

ら
遡
る
か
た
ち
で
、
関
西
電
力
の
工
事
用
ル
ー
ト
で
黒
部
ダ
ム
を

目
指
し
た
。
起
点
は
宇
奈
月
。
早
朝
、
黒
部
峡
谷
鉄
道
の
ト
ロ
ッ

コ
電
車
に
乗
り
込
む
。
発
電
設
備
建
設
の
資
機
材
運
搬
の
た
め
の

敷
設
を
起
源
と
す
る
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
塗
ら
れ
た
小
さ
な
車
輌
で

あ
る
。

　

黒
部
峡
谷
に
は
黒
部
川
第
四
発
電
所
（
黒
四
）
を
含
め
、
関
西

電
力
の
四
つ
の
ダ
ム
、
十
カ
所
の
発
電
所
が
あ
る
。
送
電
線
を
含

め
、
日
々
、
巡
視
点
検
に
当
た
る
人
々
が
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
、
用
具
を
背
負
い
、
地
下
足
袋
を
履
い
た
作
業
員
が
車
輌

に
乗
り
込
む
。

　

彼
ら
を
束
ね
る
の
は
黒
部
川
電
力
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
所
長
の

米
澤
出
穂
氏
。
地
元
・
富
山
の
出
身
で
、
い
わ
ゆ
る
「
水
力
屋
」。

入
社
以
来
、
水
力
発
電
の
技
術
業
務
に
携
わ
り
神
通
川
水
系
の
発

電
所
や
本
社
勤
務
な
ど
を
経
て
、
三
年
前
、
黒
部
へ
や
っ
て
き
た
。

　

車
輌
は
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
。
峡
谷
の
眺
め
は
見
と
れ
る

ほ
ど
に
美
し
い
。
見
上
げ
れ
ば
急
峻
な
山
並
み
、
目
線
を
下
げ
れ

ば
深
く
切
り
込
ん
だ
谷
間
。
そ
の
底
を
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
水
量

の
清
流
が
飛
沫
を
散
ら
し
て
走
っ
て
い
る
。
高
低
が
あ
っ
て
水
量

豊
か
で
あ
る
こ
と
が
水
力
発
電
の
条
件
で
あ
る
が
、
黒
部
が
そ
の

条
件
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

万
年
雪
を
い
た
だ
く
標
高
三
千
ｍ
級
の
立
山
連
峰
と
後
立
山
連

峰
に
挟
ま
れ
、
深
く
刻
ま
れ
た
黒
部
峡
谷
。
冬
場
は
雪
崩
が
頻
発

し
、
豪
雨
が
降
れ
ば
激
流
が
谷
を
襲
う
。
秘
境
は
自
然
環
境
が
つ

く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
正
期
に
電
源
開
発
の
調
査
が
始
ま
り
、
昭
和
の
初
め
、
日
本

電
力
に
よ
る
柳
河
原
発
電
所
が
黒
部
川
流
域
の
初
め
て
の
発
電
所

と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
電
源
開
発
以
前
は
も
ち
ろ
ん
ト
ロ
ッ
コ

の
走
る
軌
道
な
ど
は
な
く
、
崖
に
沿
っ
た
、
人
ひ
と
り
が
通
れ
る

歩
道
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

黒
部
に
怪
我
な
し―

―

と
い
う
言
い
伝
え
は
こ
の
頃
で
き
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
歩
道
か
ら
転
落
す
れ
ば
す
な
わ
ち
あ
の
世
へ
ま
い

る
と
い
う
意
で
あ
る
。

　

黒
一
と
言
う
べ
き
こ
の
発
電
所
は
既
に
水
没
し
て
い
る
が
、

一
九
九
三
年
、
新
柳
河
原
発
電
所
と
し
て
再
生
。
ト
ロ
ッ
コ
電
車

か
ら
も
「
湖
上
に
浮
か
ぶ
城
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
瀟
洒
な
つ
く
り

の
建
屋
が
見
え
る
。
黒
部
川
第
二
発
電
所
（
黒
二
）、
橋
、
ト
ン

ネ
ル
、
ダ
ム
…
…
車
輌
は
ゆ
っ
く
り
と
奥
地
へ
分
け
入
っ
て
い
く
。

終
点
は
欅
平
（
け
や
き
だ
い
ら
）。
黒
部
川
第
三
発
電
所
（
黒
三
）

が
あ
る
地
点
だ
。

　

日
中
戦
争
が
ド
ロ
沼
化
し
て
い
た
一
九
三
八
年
、
電
力
は
国
家

管
理
体
制
の
も
と
に
置
か
れ
、
日
本
発
送
電
へ
統
合
さ
れ
る
。
こ

の
二
年
前
よ
り
、
黒
三
は
電
源
開
発
の
目
玉
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
建
設
は
難
航
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
地
熱
帯
に
遭
遇

し
て
幾
度
か
頓
挫
し
、
あ
る
い
は
大
雪
崩
に
よ
っ
て
作
業
宿
舎
が

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
惨
事
も
あ
っ
た
。
黒
三
建
設
の
苦
闘
史
は
吉
村

昭
の
名
作
『
高
熱
隧
道
』
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
盤
温
度
が
一
六
〇
℃
以
上
に
も
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
、
当
時

の
灼
熱
は
な
い
が
、
地
熱
帯
は
い
ま
な
お
生
き
て
い
る
。
欅
平
か

黒部川電気記念館
黒部川電源開発の起点・宇奈月駅前に1987年、開館。黒部川の源流から
日本海まで、流域の全容を縮尺1/7500の「大山岳パノラマ」で紹介するほ
か、縮尺1/60の「黒部ダム大模型」、戦前、黒部開発の調査のため、黒部
峡谷の絶壁を這うようにしてつくられた「日電歩道」のジオラマ、記念館入口
には、黒部川電源開発の初期から活躍した「黒部専用鉄道電気機関車」も
展示されている。この日は久里（くのり）館長から説明を受けた。
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◀黒部川電力システ
ムセンター所長の米澤
出穂氏の案内で、黒
部峡谷鉄道・トロッコ
電車に乗り込み、黒
部川上流へと向かう



黒部川第三発電所
戦前、「高熱隧道」の難工事を克服して完成した発電所。建設に
あたっては、まず建設用ルート開削とその資材運搬のため、欅平

（けやきだいら）に当時日本一の高さを誇る高さ200mの竪坑エ
レベーターと仙人谷までの軌道隧道を設けることになったが、隧
道工事では高熱地帯に遭遇。約2年がかりで貫通させた。

新柳河原発電所

黒部川水系の電源開発
1918年	 高峰譲吉博士、黒部川の電源開発に着目し、
	 調査を開始
1927年	 柳河原発電所	運転開始（出力	54,000kW）
1936年	 愛本発電所	運転開始（出力	30,700kW）
	 小屋平ダム完成
	 黒部川第二発電所	運転開始（出力	72,000kW）
1940年　仙人谷ダム完成
	 黒部川第三発電所	運転開始（出力	81,000kW）
1947年	 黒薙第二発電所	運転開始（出力	7,600kW）
1951年	 関西電力発足
1956年	 黒部川第四発電所	建設工事着工
1957年	 5月	大町ルートトンネル掘削工事で
	 大破砕帯に遭遇	→	12月	大破砕帯を突破
1961年	 黒部川第四発電所	一部運転開始
1963年	 5月	黒部ダム完成
	 6月	黒部川第四発電所	竣工（出力	335,000kW）
	 10月	新黒部川第三発電所	運転開始
	 （出力	107,000kW）
1966年	 新黒部川第二発電所	運転開始（出力	74,200kW）
1985年	 音沢発電所	運転開始（出力	124,000kW）
1992年	 柳河原発電所	運転停止
1993年	 黒部川第四発電所遠隔制御化
	 新柳河原発電所	運転開始（出力	41,200kW）
2000年	 宇奈月発電所	運転開始（出力	20,000kW）

＊出力値は現在のもの
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▲黒部川第二発電所。
建築家・山口文象氏の設計

▲高熱隧道。
現在の岩盤温度は40℃程度

ら
竪
坑
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
へ
出
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
に
乗
り

換
え
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
を
進
む
車
輌
の
窓
を
開
け
る
と
、
肌
色
の

地
肌
か
ら
む
っ
と
す
る
熱
気
が
吹
き
つ
け
て
く
る
。
ト
ン
ネ
ル
を

吹
き
抜
け
る
風
や
、
並
行
し
て
敷
設
さ
れ
た
導
水
管
に
よ
る
冷
却

効
果
も
あ
り
、
現
在
の
岩
盤
温
度
は
四
〇
℃
程
度
だ
と
い
う
。

社
運
を
賭
け
る

　

戦
後
六
年
目
の
一
九
五
一
年
、
日
本
発
送
電
は
九
電
力
体
制
に

分
割
・
再
編
さ
れ
、
関
西
電
力
も
そ
の
時
に
誕
生
し
た
。
当
時
、

電
力
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
家
庭
の
電
灯
が
消
え
る
こ
と
は
日
常

茶
飯
事
で
あ
り
、
産
業
用
電
力
の
需
要
も
逼
迫
し
て
い
た
。

　

黒
三
の
上
流
に
さ
ら
に
発
電
所
を
設
け
る
。
プ
ラ
ン
自
体
は
戦

前
か
ら
あ
っ
た
が
、
黒
三
を
上
回
る
難
工
事
は
必
至
で
あ
り
、
巨

額
な
建
設
費
用
を
要
す
る
。

　

七
割
成
功
の
見
通
し
が
あ
れ
ば
勇
断
を
も
っ
て
実
行
す
る―

―

当
時
の
社
長
・
太
田
垣
士
郎
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
出
力
規

模
三
十
三
万
余
kW
。
黒
三
が
八
万
余
kW
で
あ
る
か
ら
、
黒
四
は
そ

れ
ま
で
の
規
模
を
は
る
か
に
超
え
る
巨
大
発
電
所
。
関
西
電
力
の

社
運
を
賭
け
た
事
業
で
あ
っ
た
が
、
土
木
・
建
設
・
重
機
に
ま
た

が
る
各
界
の
総
力
を
挙
げ
た
事
業
で
も
あ
っ
た
。

　

工
事
は
七
年
に
及
ん
だ
。
幾
多
の
困
難
が
あ
っ
た
が
、
最
大
の

難
関
が
関
電
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
付
近
の
地
層
に
潜
ん
で
い
た

「
大
破
砕
帯
」
の
突
破
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
が
開
か
れ
な
い

と
大
型
機
材
は
現
場
に
届
か
ず
、事
実
上
、ダ
ム
建
設
は
で
き
な
い
。

　

苦
闘
す
る
こ
と
七
カ
月―

―

。
つ
い
に
悪
路
は
開
通
す
る
。
ダ



ム
・
発
電
所
の
完
成
は
こ
の
六
年
後
、
一
九
六
三
年
で
あ
る
。
工

事
に
従
事
し
た
者
は
一
千
万
人
、
総
工
費
は
当
初
予
定
の
約

四
百
億
円
を
大
き
く
上
回
り
、
結
果
的
に
五
百
十
三
億
円
に
達
し

た
。

地
下
の
発
電
所

　

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
は
、
地
下
軌
道
を
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
。

や
が
て
煌
々
と
し
た
灯
り
が
集
ま
る
地
点
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
黒

部
川
第
四
発
電
所
。
黒
部
ダ
ム
か
ら
は
十
㎞
下
流
、
地
下
二
百
ｍ

の
地
点
で
あ
る
。
ダ
ム
に
湛
え
ら
れ
た
水
は
地
下
水
路
を
伝
っ
て

こ
の
発
電
所
へ
と
や
っ
て
く
る
。

　

計
器
類
が
並
ぶ
制
御
室
、
オ
フ
ィ
ス
、
そ
し
て
発
電
施
設
…
…
。

す
べ
て
が
地
下
に
埋
め
込
ま
れ
た
の
は
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
内

に
あ
る
当
地
の
美
観
を
損
な
わ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
雪
崩
か
ら
施

設
を
守
る
た
め
で
あ
る
。
建
設
当
時
は
巨
大
な
暗あ

ん
き
ょ渠

で
あ
っ
た
ろ

う
。
よ
く
ぞ
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

目
の
前
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
「
ペ
ル
ト
ン
水
車
ラ
ン
ナ
ー
」

が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
水
を
受
け
る
受
け
口
は
、
切
れ
目
の
入
っ

た
花
弁
の
ご
と
き
形
を
し
て
い
る
。
磁
石
が
高
速
回
転
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
電
気
が
発
生
す
る
…
…
。遠
い
昔
、理
科
の
授
業
で
習
っ

た
こ
と
が
よ
ぎ
る
。

補
修
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
日
々

　

米
澤
さ
ん
を
ヘ
ッ
ド
と
す
る
黒
部
川
電
力
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

に
所
属
す
る
人
々
が
、
発
電
所
の
点
検
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
っ

て
き
た
。
送
電
線
で
い
え
ば
、
徒
歩
、
あ
る
い
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
使
っ
た
目
視
点
検
が
あ
る
。
鉄
塔
に
登
っ
て
調
べ
る
定
期
点

検
が
あ
る
。
発
電
所
で
い
え
ば
、
運
転
状
態
の
ま
ま
の
巡
視
点
検
、

停
止
さ
せ
て
調
べ
る
定
期
点
検
、
さ
ら
に
数
年
に
一
回
、
発
電
機

を
ば
ら
し
て
調
べ
る
分
解
点
検
が
あ
る
。
休
み
な
き
仕
事
で
あ
る
。

　

人
々
は
、
早
朝
、
宇
奈
月
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
電
車
で
作
業
現
場
へ

向
か
い
、
夕
刻
の
便
で
戻
る
。
流
域
に
点
在
す
る
宿
舎
で
の
泊
ま

り
勤
務
も
あ
る
。
積
雪
期
、
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
動
か
な
い
。
軌
道

に
沿
っ
て
細
い
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
い
て
、
徒
歩
で
現
場
に
向

か
う
。
最
も
遠
い
現
場
へ
は
片
道
三
時
間
近
く
の
道
の
り
と
な
る
。

　

米
澤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
補
修
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
き
ち
ん
と

し
て
い
け
ば
、
水
力
発
電
所
は
百
年
、
二
百
年
と
稼
働
し
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
」
と
。
ま
さ
し
く
次
世
代
へ
手
渡
し
て
い
け
る
貴
重

な
資
産
で
あ
る
。

　

日
々
、
淡
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
点
検
と
い
う
業
務
。
そ
こ
に
特

に
劇
的
な
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
が
黒
部
川
水
系
の
発
電
を
支
え

て
き
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

息
の
長
い
静
か
な
る
情
熱
、

四
十
六
年
目
の
黒
四
ス
ピ
リ
ッ
ト

　

こ
の
半
世
紀
、
電
力
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。

電
力
需
要
が
右
肩
上
が
り
を
続
け
て
い
た
昭
和
三
十
年
代
、
一
刻

も
早
く
大
型
発
電
所
を
つ
く
る
こ
と
は
時
代
の
要
請
で
あ
り
、
正

義
で
あ
っ
た
。
近
年
、
電
力
需
要
は
微
増
あ
る
い
は
横
ば
い
で
あ

黒部川第四発電所
水車発電機4台を擁する、幅22m×奥行き117m×高さ
33mの全地下式発電所。黒部川水系の関西電力の10カ
所の発電所の制御は、現在すべて下流の新愛本制御所で
実施。かつて黒四発電所には十数人が配属されていたが、
今や無人になっている。

インクライン
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高さ＝456m

竪坑エレベーター高さ＝200m

上部軌道  6.5km

黒部トンネル  10.2km
黒部川第四発電所

黒
部
湖

欅平

黒部ルート断面図

▲仙人谷ダム。黒部川第三発電
所の取水ダムとして、1940 年に
完成



る
。
そ
れ
は
日
本
が
成
熟
社
会
へ
移
っ
た
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
振

り
返
れ
ば
、
黒
四
建
設
は
、
ひ
た
す
ら
前
を
見
つ
め
て
駆
け
上
る

〝
戦
後
版
・
坂
の
上
の
雲
〟
と
い
う
色
彩
を
帯
び
て
い
る
︱
︱
。

　

今
回
の
取
材
で
、「
黒
四
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
幾
度

か
耳
に
し
た
。
困
難
に
め
げ
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
時
代
に
も
求
め
ら
れ
る
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る
。

　

と
同
時
に
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
質
は
時
代
の
中
で
変
容
し
て
い
く
。

時
代
は
複
雑
化
し
、
何
が
正
義
か
と
い
う
こ
と
も
多
様
化
し
て
い

る
今
、
黒
四
建
設
を
追
っ
て
い
る
と
、
シ
ン
プ
ル
な
明
瞭
さ
に
ふ

と
羨
望
の
念
が
よ
ぎ
っ
た
り
す
る
。

　

言
え
る
こ
と
は
、
電
力
は
現
代
文
明
を
維
持
す
る
必
須
の
要
件

で
あ
り
、
空
気
や
水
の
ご
と
く
、
こ
と
さ
ら
あ
り
が
た
み
を
意
識

さ
れ
ず
と
も
安
定
的
に
供
給
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
息
の
長
い
、
静
か
な
る
情
熱―

―

そ
こ
に
、
受

け
継
ぐ
べ
き
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

●

　

地
下
発
電
所
を
出
て
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
で
五
百
ｍ
ほ
ど
上
が
り
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、
黒
部
ダ
ム
へ
。
ダ
ム
へ
は
、
富
山
県
側
、

長
野
県
側
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
、
観
光
コ
ー
ス

と
し
て
も
す
っ
か
り
定
着
し
た
。
幾
度
か
中
国
語
の
会
話
を
耳
に

す
る
。
観
光
地
ク
ロ
ヨ
ン
は
国
際
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ダ
ム
か
ら
の
帰
り
道
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
。
ル
ー
ト
は
か
の
破
砕

帯
を
含
む
大
町
ル
ー
ト
で
あ
る
。
も
は
や
そ
の
痕
跡
は
関
電
ト
ン

ネ
ル
内
の
印
の
み
。
十
数
分
で
扇
沢
駅
へ
と
達
す
る
。

　

バ
ス
の
中
、
眠
り
に
落
ち
つ
つ
、
登
山
具
を
背
負
っ
て
黒
部
ダ

ム
に
辿
り
着
い
た
往
時
の
日
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
。
同
じ
よ
う

に
、
か
ら
り
と
晴
れ
た
日
で
あ
っ
た
な
…
…
。
大
自
然
の
中
、
突

如
、
現
れ
た
人
工
物
の
威
容
に
驚
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
威
容
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
ダ
ム
は
も
は
や
黒
部
の
自
然

の
中
に
溶
け
込
ん
で
あ
る
も
の
と
し
て
映
っ
た
。
歳
月
が
な
せ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ダ
ム
は
こ
れ
か
ら
も
ま
た
長
い
時
間
を
刻
ん
で

い
く
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
層
、
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
く
の
だ
ろ

う
。
あ
た
か
も
遠
い
日
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
。

後
藤 

正
治　
ご
と
う  

ま
さ
は
る

一
九
四
六
年
京
都
府
生
ま
れ
。
京
都
大
学
農
学
部
卒
。
ス
ポ
ー
ツ
や
医
療
、人
物
論
を
テ
ー
マ

に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
と
し
て
活
躍
。
主
な
著
書『
リ
タ
ー
ン
マッ
チ
』『
遠
い
リ
ン
グ
』『
空
白

の
軌
跡
』『
ス
カ
ウ
ト
』『
私
だ
け
の
勲
章
』『
奪
わ
れ
ぬ
も
の
』『
ふ
た
つ
の
生
命
』『
牙―

江
夏
豊

と
そ
の
時
代
』『
秋
の
季
節
に
』『
咬
ま
せ
犬
』『
ベ
ラ・チ
ャ
ス
ラ
フ
ス
カ
』『
不
屈
者
』『
復
活
─
10

の
不
死
鳥
伝
説
』『
ラ
グ
ビ
ー・ロ
マ
ン
』『
は
た
ら
く
若
者
た
ち
』な
ど
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
神
戸

夙
川
学
院
大
学
教
授
も
務
め
る
。

関電トンネル
（トロリーバス）

立山トンネル
（トロリーバス）立山

ロープウェイ

黒部
ケーブルカー

立山
ケーブルカー

立山有料道路

エレベーター

黒四管理事務所
信濃大町 黒部ダム駅 黒部湖駅

扇沢

立山

JR大糸線

黒部ダム

黒部湖

新黒部川第三発電所

高熱地帯

破砕帯

黒部川第三発電所
欅平

新黒部川第二発電所

黒部川第二発電所

新柳河原
発電所

黒部川電気記念館
宇奈月

宇奈月温泉駅
黒部川電力システムセンター

新愛本
変電所

新愛本
制御所

宇奈月ダム
（国土交通省）

出し平ダム

二見取水ダム

北又取水ダム

富山地方鉄道

黒部峡谷鉄道
（トロッコ電車）

黒薙第二発電所

黒部川第四発電所

宇奈月
発電所

音沢発電所

愛本発電所

小屋平ダム

黒部川

仙人谷ダム

インクライン

N

黒部川流域案内図

黒部ダム
黒部川最上流のダム。堤頂は標高1470m、高さ186m（日本一）、堤頂長
492m、総貯水量約2億㎥のアーチ式ダム。アーチ式とは、貯水した水の圧
力を両岸の山で受け止める方式。黒部ダムは、アーチ式ダムの中でも力学的
に最も進歩したドーム型で、お椀を縦に割ったような形をしている。6月26日〜
10月15日までは、峡谷の景観維持のため、毎秒10t以上の水量で観光放
水を実施。

黒部の湧水
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▲トロリーバスで関電
トンネルを抜ける。破
砕帯の場所がブルー
のライトで示される



ささじま のぶよし　笹島建設会長
1917年富山県生まれ。43年初めて土木建築業
に従事、45年熊谷組笹島班を組織。56年黒四
大町ルート・黒部ルート工事着工、翌年大破砕
帯に遭遇、突破への苦闘を続ける。64年笹島建
設創立、社長就任。90年より現職。

北
ア
ル
プ
ス
赤
沢
岳
の
直
下
を
貫
通
し
て
黒

部
ダ
ム
に
至
る
大
町
ト
ン
ネ
ル
（
現
・
関

電
ト
ン
ネ
ル
。
全
長
五
・
四
㎞
）。
こ
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
た
め
に
、
熊
谷
組
笹
島
班
班
長
と
し
て

そ
の
現
場
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
一
九
五
六
年
四
月

の
こ
と
だ
っ
た
。
春
と
い
う
の
に
ま
だ
雪
深
く
、
険
し

い
山
肌
に
は
至
る
所
に
雪
崩
の
跡
が
残
る
。
必
死
で
歩

き
回
り
、
な
ん
と
か
し
て
坑こ
う
ぐ
ち口
と
宿
営
地
の
探
索
を
果

た
し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
必
要
な
現
地
踏
査
も
ボ

ー
リ
ン
グ
も
、
と
て
も
行
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
穴
が
掘
れ
る
の
か
︱
︱
そ
ん
な
不

安
が
よ
ぎ
っ
た
が
、
大
町
ト
ン
ネ
ル
は
、
ダ
ム
建
設
現

西
電
力
の
太
田
垣
士
郎
社
長
が
視
察
に
訪
れ
た
。

　

現
地
に
着
く
や
、
雨
合
羽
と
長
靴
で
身
を
固
め
た
太

田
垣
さ
ん
は
、
危
険
だ
か
ら
と
止
め
よ
う
と
す
る
周
囲

の
者
を
「
ず
っ
と
奥
で
み
ん
な
仕
事
を
し
て
く
れ
て
る

じ
ゃ
な
い
か
」
と
一
喝
し
、
ず
ん
ず
ん
と
坑
内
へ
。
私

は
案
内
役
を
務
め
た
が
、
狭
く
て
危
険
な
坑
内
、
早
く

出
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
ば
か
り
願
っ
て
い
た
。
太
田
垣

さ
ん
は
ト
ン
ネ
ル
の
切き
り
は羽
ま
で
や
っ
て
き
て
、
凄
ま
じ

い
勢
い
で
流
れ
出
る
湧
水
を
し
ば
ら
く
じ
っ
と
見
て
い

た
が
、
突
然
私
に
、「
ど
う
か
ね
、
掘
れ
る
か
ね
」
と

聞
い
て
き
た
。「
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
う
」、
私
は

お
う
む
返
し
に
答
え
た
。
と
い
っ
て
も
自
信
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
掘
れ
る
か
ど
う
か
な
ん
て
わ
か
ら
な

い
が
、
掘
る
し
か
な
い
。
半
ば
や
け
っ
ぱ
ち
な
思
い
で
、

口
走
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
し
か
し
私
の
こ
の
言
葉
に
、

太
田
垣
さ
ん
は
「
ル
ー
ト
変
更
せ
ず
」
と
の
決
意
を
固

め
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

数
日
後
、
私
の
も
と
に
一
枚
の
絵
葉
書
が
届
い
た
。

「
昨
日
は
大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
大
変
な
難
工
事
だ
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
明
る
い
元
気
な
顔
を

見
て
安
心
し
ま
し
た
。
日
本
土
木
の
名
誉
に
か
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
宇
奈
月
に

て　

太
田
垣
」
︱
︱
関
西
電
力
の
社
長
か
ら
葉
書
を
も

ら
う
な
ん
て
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
太
田
垣
さ
ん

は
、
帰
阪
後
直
ち
に
工
事
完
遂
の
決
意
を
告
げ
、「
鉛

筆
一
本
、
紙
一
枚
を
節
約
し
て
で
も
黒
四
の
工
事
に
は

不
自
由
さ
せ
な
い
」
と
宣
言
さ
れ
た
。

　

こ
れ
で
一
気
に
現
場
の
士
気
が
高
ま
っ
た
。
大
破
砕

帯
突
入
の
ニ
ュ
ー
ス
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
た
め
、
作
業
員
の
安
否
を
気
遣
う
家
族
か
ら

毎
日
の
よ
う
に
手
紙
や
電
報
が
届
い
た
。
そ
う
し
た
な

か
盆
休
み
で
多
く
の
者
が
郷
里
へ
と
向
か
っ
た
際
は
、

こ
の
う
ち
の
一
割
で
も
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
が
︱
︱

そ
ん
な
私
の
予
想
に
反
し
、
休
み
明
け
、
現
場
復
帰
し

た
者
は
八
割
以
上
。
作
業
員
た
ち
で
一
杯
の
ト
ラ
ッ
ク

を
出
迎
え
た
日
の
感
激
は
、
今
も
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　

厳
し
い
現
場
だ
か
ら
、
賃
金
が
他
よ
り
高
か
っ
た
の

は
事
実
だ
が
、
私
た
ち
を
現
場
に
駆
り
立
て
た
の
は
金

銭
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
の
自
尊
心
と
い
う
か
、
誰
も

が
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
命
が
け
で
働
い
た
。

そ
し
て
こ
の
「
金
で
は
買
え
な
い
貴
重
な
経
験
」
こ
そ

が
揺
る
ぎ
な
い
自
信
と
な
り
、
そ
の
後
我
々
は
、
ど
ん

な
に
困
難
な
現
場
に
も
臆
せ
ず
立
ち
向
か
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

五
七
年
十
二
月
二
日
、
全
長
八
十
ｍ
に
も
及
ん
だ
大

破
砕
帯
を
つ
い
に
突
破
。
突
入
以
来
、
実
に
七
カ
月
を

要
し
な
が
ら
も
、
こ
の
難
工
事
を
完
遂
で
き
た
の
は
、

仕
事
を
命
じ
た
人
、
現
場
で
働
く
人
、
す
べ
て
の
人
が

心
を
一
つ
に
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

人
間
、
一
人
の
力
は
一
人
分
で
し
か
な
い
。
上
に
立

つ
者
は
い
か
に
み
ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に
で
き
る
か

ど
う
か
︱
︱
「
世
紀
の
大
事
業
」
は
、
人
間
の
命
が
け

の
総
結
集
で
あ
り
、
人
々
の
信
頼
の
絆
が
な
し
え
た
大

事
業
で
も
あ
っ
た
。

エコルーツ紀行特別コラム

「大破砕帯」に
挑んだ日々
笹島信義 笹島建設会長

場
へ
の
重
要
な
資
材
輸
送
路
。
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
な

け
れ
ば
、
ダ
ム
建
設
も
始
ま
ら
な
い
。
と
に
か
く
や
る

し
か
な
か
っ
た
。
私
自
身
、
今
ま
で
六
十
三
年
間
、
日

本
で
も
海
外
で
も
穴
を
掘
っ
て
き
た
が
、
踏
査
ナ
シ
で

工
事
を
始
め
た
の
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
の
時
だ
け
だ

っ
た
。

　

本
坑
掘
削
を
開
始
し
た
の
は
そ
の
年
の
十
月
。
厳
寒

の
な
か
、
一
日
三
交
代
の
二
十
四
時
間
体
制
で
工
事
を

進
め
、
日
進
十
四
ｍ
と
い
う
新
記
録
も
樹
立
し
た
。
と

こ
ろ
が
翌
五
七
年
五
月
一
日
、
坑
口
か
ら
一
・
六
㎞
の

地
点
で
、思
い
も
寄
ら
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。「
大

破
砕
帯
」
と
の
遭
遇
だ
。

　

そ
れ
は
我
々
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
悪

夢
だ
っ
た
。
掘
っ
て
も
掘
っ
て
も
天
井
は
崩
落
し
、
夏

で
も
四
℃
と
い
う
手
の
切
れ
る
よ
う
な
湧
水
が
、
毎
秒

六
百
ℓ
も
の
勢
い
で
降
っ
て
く
る
。
一
時
間
を
二
十
分

ず
つ
の
三
交
代
で
作
業
を
し
た
が
、
現
場
に
出
て
十
分

も
す
る
と
、
指
先
の
感
覚
が
な
く
な
る
ほ
ど
。
あ
ん
な

に
恐
ろ
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
作
業
員
た
ち
が
怯
む

の
も
ム
リ
は
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
喝
を
入
れ
よ
う

に
も
「
一
生
懸
命
や
れ
」
と
は
言
え
ず
、「
注
意
し
て

や
れ
」
と
言
う
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

現
地
の
関
西
電
力
事
務
所
に
は
直
ち
に
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
事
業
者
、
元
請
け
、

下
請
け
み
ん
な
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
知

恵
を
絞
っ
た
。
と
に
か
く
水
を
抜
こ
う
と
、

十
本
の
水
抜
坑
を
掘
り
、
岩
盤
に
は
薬
液
と

セ
メ
ン
ト
を
注
入
し
て
補
強
し
た
。
そ
れ
で

も
掘
削
作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
ル
ー

ト
変
更
案
も
浮
上
し
始
め
た
八
月
初
め
、
関

宿営地・大町作業所

関電トンネル貫通（下の写真、前列中
央、祝杯をあげているのが笹島さん）

俳優・辰巳柳太郎さん（写真
左）と笹島さん。辰巳さんは、
映画『黒部の太陽』で、「岩
岡剛」（笹島さんがモデル；映
画では石原裕次郎さんが演じ
た）の父親「源三」を演じた
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Ｃ
Ｏ
２

削
減
へ
実
効
あ
る
取
り
組

み
が
急
が
れ
る
な
か
、「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
」（
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係
数
）が

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
」

と
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
灯
油
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

減
量
は
同
一
の
尺
度
（
原
単
位
）
で

測
る
べ
き
だ
が
、
実
は
尺
度
が
二
つ

あ
る
。「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
」
の
算
定
に

は
「
全
電
源
平
均
（
火
力
発
電
所
か

ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
÷
原
子
力
・
火

力
・
水
力
な
ど
全
発
電
所
の
発
電
量

を
も
と
に
し
た
販
売
電
力
量
）」
原

単
位
を
用
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
」
の

原
単
位
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
を
設

け
な
か
っ
た
た
め
、「
全
電
源
平
均
」

だ
け
で
な
く
「
火
力
平
均
（
火
力
発

電
所
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
÷
火
力

発
電
所
の
発
電
量
）」
原
単
位
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
の
尺
度
を
使

う
か
で
削
減
量
に
差
が
出
て
し
ま
う
。

例
え
ば
系
統
電
力
（
電
力
会
社
が
供

給
す
る
電
気
）
か
ら
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
切
り
替

え
た
場
合
、
大
き
な
削
減
効
果
が
得

ら
れ
る
と
宣
伝
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
推
奨
側
は
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
の
算
出
に
「
火
力
平

均
」
の
適
用
を
主
張
。
そ
の
論
拠
と

し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
「
マ
ー
ジ
ナ

ル
電
源
＝
火
力
説
」
だ
。
つ
ま
り
日

本
の
系
統
電
力
は
、
原
子
力
や
水
力

が
ベ
ー
ス
需
要
を
担
っ
て
お
り
、
コ

ー
ジ
ェ
ネ
採
用
で
系
統
電
力
の
使
用

が
減
れ
ば
、
火
力
発
電
を
止
め
て
対

応
す
る
と
い
う
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
電
源

＝
火
力
説
」
は
、
一
見
、
正
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
系

統
電
力
は
、
す
べ
て
の
需
要
の
合
計

を
計
算
す
る
尺
度
と
な
る
も
の
。
電

気
の
場
合
、ユ
ー
ザ
ー
が
一
kWh
の
電
気
を

使
う
際
に
発
電
所
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
を
指
し
、
例
え
ば
関
西
電
力
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
は
、
〇
・
三
六
六

㎏-

Ｃ
Ｏ
２

／
kWh
（
二
〇
〇
七
年
度
実

績
）。つ
ま
り
、
関
西
電
力
と
契
約
し

て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
は
、
こ
れ
に
電
力

使
用
量
を
掛
け
れ
ば
、
自
分
が
使
用

し
た
電
気
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が

わ
か
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
改
正
省
エ
ネ
法
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す

る
法
律
）」
で
指
定
さ
れ
た
、
一
定

以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
事
業
所

に
は
、「
温
対
法
（
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）」
で
年

一
回
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
」
の
報
告
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
を
削
減
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
「
削
減
量｣

を
任
意
に
報
告･
公

表
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

自
ら
の
環
境
対
策
の
成
果
を
強
調
し

た
い
企
業
は
、
こ
の
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
量
」
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
公

表
し
始
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
お
か
し
な
こ
と

が
起
き
る
。
本
来
な
ら
排
出
量
と
削

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
約
一
・
三
億
ト
ン
―
―

温
暖
化
対
策
の
切
り
札
と
も
言
わ
れ

る
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」。
し
か
し
、
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
と
は
何
か
、
な
ぜ
環
境

に
優
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
空
気
中
な
ど
に
あ
る
熱
（
ヒ
ー

ト
）
を
汲
み
上
げ
（
ポ
ン
プ
）、
冷

暖
房
や
給
湯
な
ど
に
利
用
す
る
シ
ス

テ
ム
。「
熱
」
は
温
度
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
と
自
然
に
移

動
す
る
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
こ
の
原

理
を
応
用
し
た
も
の
で
、
し
く
み
は

い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
。
シ
ス
テ
ム
内

に
冷
た
い
部
分
と
熱
い
部
分
を
つ
く

っ
て
や
れ
ば
、
勝
手
に
「
熱
」
が
移

動
（
汲
み
上
げ
）
し
て
く
れ
る
の
だ
。

　

で
は
ど
う
や
っ
て
「
冷
た
い
部
分

と
熱
い
部
分
」
を
つ
く
る
か
と
言
う

と
、
こ
れ
も
実
は
単
純
で
、「
気
体

は
圧
縮
す
る
と
温
度
が
上
が
り
、
膨

張
す
る
と
温
度
が
下
が
る
」
と
い
う

性
質
と
、「
液
体
は
熱
を
与
え
る
と

蒸
発
し
気
体
に
、
気
体
は
熱
を
奪
わ
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値
に
対
し
て
、
経
済
性
や
応
答
性
の

異
な
る
電
源
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ

て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
ユ
ー

ザ
ー
に
特
定
の
電
源
で
供
給
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

系
統
電
力
の
ユ
ー
ザ
ー
が
契
約
を
解

約
す
る
際
に
火
力
を
止
め
る
の
な
ら
、

契
約
を
結
ぶ
際
に
は
火
力
を
焚
き
増

す
こ
と
に
な
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
「
あ
な
た
が
入
る
と
Ｃ
Ｏ
２

が
増
え

る
」
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
こ
と
な

ど
、
も
ち
ろ
ん
な
い
。　

　

従
っ
て
、
新
規
契
約
の
年
に
全
電

源
平
均
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
報
告
し

た
ユ
ー
ザ
ー
が
、
契
約
を
終
了
し
た

か
ら
と
い
っ
て
削
減
分
だ
け
火
力
平

均
で
報
告
す
る
の
は
理
屈
に
合
わ
な

い
し
、
尺
度
が
違
え
ば
削
減
量
が
排

出
量
を
上
回
る
と
い
う
矛
盾
す
ら
起

き
て
く
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
実
効
あ
る
Ｃ

Ｏ
２

削
減
策
で
あ
り
、
見
せ
か
け
の

削
減
量
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
い
。

日
本
の
電
力
会
社
は
七
〇
年
代
の
石

油
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
化
石
燃
料
一

辺
倒
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
電
源

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出

し
な
い
原
子
力
な
ど
非
化
石
燃
料
の

比
率
は
、
二
〇
〇
六
年
度
で
は
約
四

割
（
関
西
電
力
は
約
五
七
％
）
と
な

り
、
日
本
の
系
統
電
力
は
世
界
有
数

の
「
地
球
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
う

し
た
「
系
統
電
力
の
環
境
性
」
を
適

切
に
評
価
し
、
温
暖
化
対
策
を
実
効

性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
ど
の
よ
う
な

機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
選
択
す
べ
き
か

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
正

し
い
尺
度
で
測
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
全
電
源
平
均
で
の
統
一
こ
そ
が

当
然
だ
と
考
え
て
い
る
。

た
な
か　

し
ゅ
ん
ろ
く
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。
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（注）2005年度以降の数値は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」上の「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」に基づき計算しています。
　   なお、本制度ではグリーン電力証書などのCO2削減価値は考慮されておりません。

使用（販売）電力量  単位：億kWh  　　　 CO2排出係数  単位：kg-CO2/kWh 　　　  CO2排出量  単位：万t-CO2

（年度） 1990 2003 2004 2005 2006 2007 2008～12［平均］
 4,261 3,656 5,159 5,272 4,981 5,499

0.353

1,206 1,402
1,449 1,471 1,473 1,504

0.261

0.356 0.358
0.338

0.366

0.282
程度

❷の大気熱＋❶の電力＝❸得られる給湯エネルギー

大気熱
❷

❶電力

❷＋❶
＝❸

空気から
熱を吸収

膨張弁

熱交換器
（空気用）

熱交換器
（水加熱用）

圧縮機（コンプレッサー）

CO2冷媒
サイクル

関西電力のCO2排出係数の推移

ヒートポンプのしくみ（エコキュート）
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れ
る
と
凝
縮
し
液
体
に
な
る
」
と
い

う
性
質
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
。
例

え
ば
エ
ア
コ
ン
の
場
合
、
室
内
機
と

室
外
機
を
結
ぶ
パ
イ
プ
内
に
熱
を

運
ぶ
物
質
（
＝
冷
媒
）
を
循
環
さ
せ
、

こ
れ
を
膨
張
さ
せ
た
り
圧
縮
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
冷
房
時
に
は
室
内
の

熱
が
冷
媒
を
伝
っ
て
外
に
移
動
（
室

外
機
は
熱
く
な
る
）、
逆
に
熱
を
奪

わ
れ
た
冷
気
が
室
内
に
吹
き
出
さ
れ

る
。
暖
房
時
は
こ
の
循
環
を
逆
に
す

れ
ば
い
い
。

　

そ
し
て
、
例
え
ば
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
消
費

電
力
量
に
対
し
て
得
ら
れ
る
熱
量
の

割
合
）
が
「
６
」
の
エ
ア
コ
ン
の
場

合
、
圧
縮
・
膨
張
に
「
１
」
の
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
だ
け
で
、「
５
」

の
熱
を
空
気
中
か
ら
汲
み
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、「
１
＋
５
＝
６
」

の
冷
暖
房
効
果
が
得
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
よ
り
大

き
な
熱
を
得
ら
れ
る
の
が
最
大
の
特

徴
。
だ
か
ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
「
環

境
に
優
し
い
」
の
だ
。

　

し
か
も
日
本
の
系
統
電
力
は
、
発

電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
非
化
石

燃
料
の
比
率
が
高
く
、
化
石
燃
料
を

使
う
火
力
発
電
も
、
最
新
の
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
な
ど
は
発
電

効
率
が
高
い
。
だ
か
ら
「
系
統
電
力

＋
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
の
組
み
合
わ
せ

は
、
極
め
て
高
効
率
で
環
境
負
荷
の

低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
言
え

る
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
歴
史
は
古
く
、

既
に
百
年
ほ
ど
前
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
特
に
近
年
の
技
術
革
新
は

目
覚
ま
し
い
。
一
九
九
九
年
の
改
正

省
エ
ネ
法
に
よ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
の
採
用
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
上
昇
の

一
途
。
北
海
道
な
ど
寒
冷
地
で
使
用

で
き
る
機
種
も
登
場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
熱
交
換
を
行
う
冷
媒
に
は

従
来
、
フ
ロ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
オ
ゾ
ン
破
壊
係
数
ゼ
ロ

の
新
冷
媒
が
次
々
と
登
場
。
な
か
で

も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
機
「
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
」
で
一
躍
注
目
を
集
め
た

自
然
冷
媒
Ｃ
Ｏ
２

は
、
も
と
も
と
自
然

界
に
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
オ
ゾ
ン
層

も
破
壊
せ
ず
、
給
湯
加
熱
に
適
し
た

特
性
を
備
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
優
れ
た

点
は
、
利
用
で
き
る
熱
源
が
多
い
こ

と
だ
。
空
気
中
の
熱
は
も
ち
ろ
ん
、

海
水
や
河
川
水
、
下
水
排
熱
、
地
中

熱
な
ど
、
大
半
の
「
ぬ
る
い
熱
」
が

利
用
可
能
だ
し
、
そ
の
用
途
も
空
調

や
給
湯
、
冷
凍
、
冷
蔵
、
乾
燥
、
蒸

気
利
用
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。「
熱
」

と
い
う
と
熱
い
も
の
を
思
い
浮
か
べ

が
ち
だ
が
、
絶
対
零
度
（
マ
イ
ナ
ス

二
七
三
℃
）
以
上
の
温
度
帯
に
は

「
熱
」
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
熱
を
集
め
て
活
用
す
る
の
が
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
だ
。

い
ば
も
と　

た
だ
ひ
こ

東
京
電
機
大
学
未
来
科
学
部
建
築
学
科
教
授
・

理
事
、
㈳
空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会
会
長

一
九
四
七
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
工
学
部
卒
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
東
京
電
機
大
学

工
学
部
建
築
学
科
教
授
、
工
学
部
長
な
ど
を

経
て
、
現
職
。
著
書
『
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ

ム　

計
画
と
設
計
』『
躯
体
蓄
熱
』『
地
中

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
』
な
ど
。
㈶
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
・
蓄
熱
セ
ン
タ
ー
技
術
顧
問
も
務
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
高
く
、
し
か

も
日
本
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
は
世

界
で
最
も
進
ん
で
い
る
。
仮
に
日
本

全
体
の
空
調
・
給
湯
需
要
を
す
べ
て

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
器
で
賄
っ
た
場
合
、

削
減
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
約
一
・

三
億
ト
ン
―
―
京
都
議
定
書
の
第
一

約
束
期
間
に
日
本
が
削
減
す
べ
き
量

の
、
実
に
八
割
以
上
（
二
〇
〇
六
年

度
排
出
量
を
も
と
に
算
定
）
に
相
当

す
る
。

　

な
ら
ば
こ
れ
を
活
用
し
な
い
手
は

な
い
。
産
業
分
野
に
比
べ
対
策
が
遅

れ
て
い
る
家
庭
や
業
務
用
分
野
の
Ｃ

Ｏ
２

削
減
を
推
し
進
め
る
た
め
に
も
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
有
効
性
を
広
く

人
々
に
訴
え
、
普
及
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
が
、
今
こ
そ
必
要
に
な
っ
て
い

る
。題字　森　詳介（関西電力株式会社取締役社長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 地域共生・広報室　
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〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

（財）ヒートポンプ・蓄熱センター試算
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CO2排出量
削減ポテンシャルは

約1.3億t

現状

産業用
（ボイラーのみ）

業務用給湯

業務用空調

家庭用給湯

家庭用暖房

ポテンシャル

ヒートポンプ機器の普及による
CO2排出量削減見通し
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編
集
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記

　
「
私
、
今
日
は
こ
ん
な
格
好
（
ス
ー
ツ
）
で
す
が
、
本
当
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
と
長
靴
姿
が
一
番
似
合
う
ん
で
す
」。
九
十
一
歳
の
笹
島
信
義
さ

ん
は
取
材
当
日
、
開
口
一
番
こ
う
言
っ
て
、
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。「
黒
四
」
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
大
破
砕
帯
に
挑
ん
だ
現
場
指

揮
官
、
映
画
『
黒
部
の
太
陽
』
で
石
原
裕
次
郎
さ
ん
が
演
じ
た
役
の
モ

デ
ル
に
な
っ
た
方
で
す
。
今
年
は
黒
四
竣
工
四
十
五
周
年
。「
エ
コ
ル

ー
ツ
紀
行
」
で
黒
部
を
訪
ね
た
後
藤
正
治
さ
ん
が
黒
四
建
設
を
「
戦
後

版
・
坂
の
上
の
雲
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
が
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
進
ん
だ
頃
に
比
べ
、
今
、
複
雑
化
す
る
時
代
の
な
か
で
私
た

ち
は
多
様
な
局
面
で
新
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
九
七
五
年
に
始
ま
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
も
、
三
十
三
年
を
経
て
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
取
材
し
続
け
て
い
る
嶌
信
彦
さ
ん

と
、
澤
昭
裕
さ
ん
、
中
西
寛
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
「
鼎
談
」

で
は
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
後
の
日
本
の
環
境
戦
略
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
話
の
中
で
垣
根
を
超
え
た
「
知
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
大
阪
大
学
で
は
鷲
田
清

一
総
長
の
も
と
、
新
し
い
社
学
連
携
の
試
み
も
進
展
。「
ル
ポ
」
で
は
、

少
子
化
時
代
の
大
学
の
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
へ
―
―
世
界
も
日
本
も
関
西
も
季
節
の
変
わ
り
目
・
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
る
な
か
、『
躍
』
第
２
号
が
、
よ
り
実
り
多

い
「
秋
」
に
向
け
た
思
考
と
行
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。


